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杉塚廃寺跡（市史跡）…１０ページ解説11/1

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、議会報告会
をオンラインで開催する予定です。（Ｐ１５をご参照ください）
　議会では、１２月の実施に向け、試行錯誤を重ねながら準備を
進めています。初めは、不慣れであったオンライン接続や操作
は、練習を重ねる毎に上手くいくようになりました。
　当日は今回の議会だよりをもとに決算の報告等を行います。
　また、利用するＺｏｏｍ（アプリ）は、無料ですので、是非この機
会にご利用ください。皆様のご参加を心からお待ちしています。

（前田）

編集後記

●決算審査特別委員会・・・2　　●一般質問・・・・・・・・10
●9月定例会委員会報告・・6

目次

　杉塚廃寺は、大宰府条坊推定域右郭19条10坊から11坊に位置しています（鏡山猛氏の条坊案※1）。

昭和48年（1973）と昭和54年（1979）の２度の発掘調査で、金堂か講堂と考えられる瓦葺きの建

物の基壇※2や礎石とともに、老司系丸瓦・平瓦や頁岩質の石帯（ベルトに付ける石製の装飾品）な

どが出土し、8世紀代の寺院であることがわかりました。

　大宰府政庁から北東の鬼門にある竈門山に対し、南西の裏鬼門を鎮護するための寺院と考えられ

ています。当時、寺の東側を水城西門を通って朱雀大路に合流する官道が通っていたことが明らかに

されています。

　杉塚廃寺は、外国の使節が博多から大宰府に至るとき、大宰府条坊域内で最初に目にする大規模

な建築物であったと思われます。

【写真は筑紫野市歴史博物館所蔵】

※1　鏡山猛氏の条坊案…北端中央の大宰府政庁から南へ延びる朱雀大路を境に、東を左郭、西を右郭とした碁盤の目
状の都市区画案のこと。昭和43年（1968）に提示された。

※2　基壇…重量のある建物の基礎になる土を盛り切石などで周囲を囲った段のこと。建物を立派に見せる目的もあった
と考えられる。

うかく かがみやまたけし

こんどう

きだん ろうじ けつがん

きもん かまどやま
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せきたい

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。

筑紫野市議会

会議録の検索はこちらから
（９月定例会の一般質問は、11月下旬以降に検索できます）



新型コロナウイルス感染症
主な関 連事業

歳出　448億2732万円

　財政力指数は、市の財政力を示す指数で、数値が大きいほど財源に余裕
があり、昨年度から０.００２ポイント改善しました。
　経常収支比率は、比率が低いほど、財政運営に弾力性があるとされてい
ます。公債費の減少などにより昨年度から０.４ポイント改善しました。
　筑紫野市は、財政力指数、経常収支比率ともに近隣市の中で２番目とな
っております。

　一般会計歳入歳出決算は翌年度に繰り越す財源を引いて９億８０３３万円
の黒字となっています。
　一般会計歳入全体は、前年度比38.5％（127億4277万円）の増加、
　一般会計歳出全体は、前年度比39.0％（125億8214万円）の増加と
なっています。
　歳入・歳出ともに増加した主な要因は、新型コロナウイルス感染症対策事
業によるものです。

一般会計

入ったお金 使ったお金前年比 前年比

特別会計

合　　計

●各会計の決算額は？

458億6208万円      増　

経常収支比率

財政力指数

649億9411万円      増

191億3203万円      増

448億2732万円　   増

637億5668万円　   増

189億2936万円　   増

●市の貯金と借金は  どうなっている？ ●財政指標の近隣市との比較は？ 

地方債（借金）は昨年度に比べ、約20億　円減少しました。
基金（貯金）は昨年度に比べ、約９億円　増加しました。

令和　　 年度　

決 算
２令和　　 年度　

決 算
２

筑紫野市

0.794

88.7

春日市

0.762

87.2

大野城市

0.827

90.8

太宰府市

0.685

94.7

那珂川市

0.740

95.5

令和２年度 ●決算

全員一致

認定
歳入　458億6208万円

地方債（一般会計＋特別会計    ＋水道事業＋下水道事業）

基金（一般会計＋特別会計）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

391億円

125億円
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令和2年度は新型コロナウ イルス感染症に係る関連事
業として120億6114万円 支出されました。
中小企業緊急支援事業 1億9500万円

特別定額給付金支給事業 104億7421万円

小中学校ICT環境整備事業 6億1638万円

新型コロナワクチン接種事業   2114万円

生活困窮者自立支援事業 529万円

・売り上げが大きく減少した事業者を 支援するため、1事業者当たり10万円
の支給

・住民基本台帳に登録されている市民に 1人当たり10万円の支給

・児童・生徒に一人1台の教育用タブレ ット端末の整備及び情報通信ネットワ
ーク環境の整備

・新型コロナウイルスワクチン接種の ために必要な体制を整備し、ワクチン
の接種を実施

・支給要件の緩和により受給者が増加し ており、原則3カ月家賃相当額の支給
使用料及び手数料
5億1802万5千円

1.1%

繰入金・繰越金
9億1707万5千円

2.0%

市税
136億8012万7千円

29.8% 民生費
160億1117万9千円

35.7%

総務費
140億9201万3千円

31.5%

教育費
41億4363万4千円

9.2%

衛生費
29億5147万4千円

6.6%

公債費
24億8426万9千円

5.5%

土木費
23億8098万7千円

5.3%

その他
27億6376万7千円

6.2%

歳出合計
448億2732万3千円

自主財源
164億
8297万9千円　　  
35.9%

依存財源
293億
7910万
3千円
64.1%

諸収入など
13億6775万2千円

3.0%

地方交付税
33億6800万6千円 

7.3%

市債
13億4663万2千円

3.0%

国県支出金
219億3327万9千円

47.8%

地方譲与税、
各種交付金など
27億3118万6千円

6.0%
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使いました448億円
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令
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２
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一
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計
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は
、
歳
入
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る

国
県
支
出
金
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
、
前
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度
に

対
し
約
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４
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千
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に
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ど
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よ
り
前
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の
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各
課
集
中
審
査
後
に
総

括
を
行
い
、
保
育
料
な
ど

の
収
入
未
済
額
の
現
状
を

見
る
と
、
原
課
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
部
分
も
あ

り
、
債
権
管
理
の
一
元
化

に
向
け
て
、
収
納
課
と
連

携
し
な
が
ら
条
例
等
の
整

備
を
行
い
、
制
度
を
確
立

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　
審
査
を
通
し
て
、
令
和

２
年
度
は
通
常
の
決
算
額

よ
り
１
３
０
億
円
ほ
ど
多

い
額
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

大
半
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
追

わ
れ
な
が
ら
職
員
も
奮
闘

し
、
第
六
次
総
合
計
画
、

第
三
次
財
政
計
画
に
基
づ

き
、
予
算
の
目
的
に
沿
っ

て
適
正
か
つ
効
率
的
に
執

行
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で

き
ま
す
。

　
採
決
の
結
果
、
全
員
一

致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
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通
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が
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型
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業
へ
の
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に
も
追
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っ
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、
特
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特
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定
額
給
付
金
支
給

事
業
に
つ
い
て
は
、
迅
速

な
対
応
が
市
民
か
ら
評
価

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
税
の
収
納
率
は
９
４
．

０
９
％
と
前
年
度
比
で

０
．
０
４
ポ
イ
ン
ト
向
上

さ
せ
る
と
と
と
も
に
、
待

機
児
童
対
策
と
し
て
の
児

童
福
祉
施
設
整
備
事
業

や
、
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
事
業
、
小
中
学
校

ト
イ
レ
改
修
事
業
な
ど
に

も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ほ

か
、
防
災
関
連
事
業
も
確

実
に
実
施
さ
れ
、
必
要
な

措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

も
、
良
好
な
財
政
状
況
を

健
全
に
保
ち
な
が
ら
、
第

六
次
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
各
種
事
業
予
算
を
そ

の
目
的
に
沿
っ
て
適
正
か

つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
と

す
る
。

9月16、17日の集中審査では7部門2７課から75項目について、詳細
な説明を受け、予算の執行状況と、行政効果を確認すると共に、次年度
予算に向けた工夫・改善の必要性に留意しながら、総合計画に掲げられ
た5つの政策を念頭に、議員からの質疑により、審査を行いました。

○筑紫野市独自支援事業として20事業　5億3000万円
　妊娠出産応援金支給　8000万円
　児童生徒への図書カード支給　2200万円
　小学校デジタルテレビ設置・放送設備更新　5300万円など
○国・県の補助事業として19事業　115億3100万円
　ひとり親世帯臨時特別給付金支給　１億4800万円
　子育て世帯臨時特別給付金支給　１億5500万円
　小中学校再開支援（感染症対策備品）整備　5200万円など
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Ｑ
：
登
録
者
数
が
１
７
０

０
人
で
あ
る
が
、
対
象
者

は
何
人
か
。

Ａ
：
全
て
が
要
援
護
者
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障

害
者
の
手
帳
所
持
者
と
で

１
万
７
０
０
０
名
程
度
。

Ｑ
：
難
病
患
者
も
対
象
と

し
て
い
る
の
か
。

Ａ
：
特
別
な
取
組
み
は
し

て
い
な
い
が
難
病
患
者
、

妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
も
含

め
て
要
援
護
者
の
対
象
で

あ
る
。

Ｑ
：
各
行
政
区
の
自
主
防

災
組
織
と
の
協
定
締
結
の

目
指
す
も
の
は
。

Ａ
：
こ
れ
ま
で
は
民
生
委

員
が
情
報
を
把
握
し
支
援

者
探
し
を
し
て
い
た
が
限

界
が
あ
る
。
自
主
防
災
組

織
と
協
定
を
締
結
し
、
要

援
護
者
の
了
解
の
も
と
支

援
者
探
し
、
運
用
面
で
の

協
力
を
仰
ぐ
体
制
を
想
定

Ｑ
：
寄
附
金
は
増
え
、
謝
礼
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の
地
場
産
品

も
６
８
０
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万
円
ほ
ど
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用
さ
れ
、
業
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に

と
っ
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メ
リ
ッ
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が
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っ
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と
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で
き
る

が
、
寄
附
金
増
加
の
た
め
の
対
策
は
考
え
て

い
る
の
か
。

Ａ
：
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
謝
礼
品
画
像
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
、
よ
り
多
く
の
寄
附
者
の
皆
さ
ん
の
目

に
留
ま
る
よ
う
な
改
善
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

Ｑ
：
筑
紫
野
市
民
が
他
市
に
寄
付
を
し
た
金

額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

Ａ
：
３
億
５
１
０
８
万
３
２
０
円
と
な
っ
て

い
る
。

Ｑ
：
基
金
残
高
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

Ａ
：
創
生
振
興
基
金
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
金
額
を
積
み
立
て
て
お
り
、
年
度
末
現
在

高
は
11
億
２
８
２
３
万
５
６
９
６
円
と
な
っ

て
い
る
。

し
て
い
る
。

Ｑ
：
協
定
の
締
結
内
容

は
。

Ａ
：
要
援
護
者
の
個
人
情

報
の
取
扱
い
に
関
す
る
協

定
書
で
、
市
と
そ
れ
ぞ
れ

の
自
主
防
災
組
織
が
両
者

で
締
結
す
る
内
容
で
、
名

簿
の
共
有
、
登
録
者
名
簿

の
取
扱
い
に
つ
い
て
な
ど

規
定
し
て
い
る
。

Ｑ
：
対
象
に
な
っ
た
方
に

文
書
だ
け
届
け
る
の
で
は

な
く
、
市
か
ら
声
か
け
を

し
て
も
ら
え
な
い
か
と
い

う
意
見
が
あ
る
が
。

Ａ
：
各
行
政
区
の
民
生
委

員
と
地
域
福
祉
担
当
の
連

携
を
強
化
し
て
、
個
別
に

情
報
収
集
し
て
対
応
し
た

い
。

Ｑ
：
事
業
効
果
が
補

助
金
額
の
13
倍
以
上

に
な
り
効
率
の
い
い

補
助
金
。
ど
れ
ぐ
ら

い
の
業
者
に
経
済
効

果
が
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
：
市
内
の
業
者
数

は
申
請
件
数
87
件
、

重
複
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
36
社
。

Ｑ
：
バ
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ア
フ
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ー

や
省
エ
ネ
と
、
単
な

る
経
済
効
果
だ
け
で

は
な
く
、
市
が
進
め

て
い
る
政
策
に
対
し

て
も
効
果
が
あ
る
。

経
済
効
果
を
さ
ら
に

広
め
て
い
く
こ
と
は

検
討
す
る
の
か
。

Ａ
：
実
情
に
合
わ
せ

て
予
算
の
執
行
を
考

慮
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
今
後
も
創
意

工
夫
し
て
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
：
利
用
者
支
援

事
業
が
あ
り
、
子

育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
で

き
た
。
事
業
を
統

合
で
き
な
い
の

か
。

Ａ
：
市
民
に
対
し

包
括
的
な
支
援
と

い
う
こ
と
で
、
こ

の
セ
ン
タ
ー
内
に

利
用
者
支
援
事
業

の
職
員
が
い
る
形

で
、
一
体
的
に
実

施
し
て
い
る
。

Ｑ
：
訪
問
件
数
87

件
。
ど
う
い
う
場

合
に
訪
問
す
る
の

か
。

Ａ
：
実
際
に
子
ど

も
の
確
認
が
必
要

な
場
合
。
保
護
者

の
方
に
支
援
を
す

る
こ
と
が
必
要
な

と
き
。
目
視
が
必

要
な
と
き
に
訪
問

す
る
こ
と
が
多

い
。
支
援
プ
ラ
ン

も
、
要
保
護
の
児

Ｑ
：
３
９
５
か
所
取
り

替
え
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
ど
こ
の
行
政
区

か
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替
え
た

ら
、
地
元
、
市
の
電
気

代
の
負
担
が
減
る
。
機

器
の
交
換
で
費
用
が
か

か
る
が
将
来
の
電
気
代

と
総
額
で
考
え
る
と
、

お
互
い
の
負
担
が
減
る

と
思
う
が
。

Ａ
：
一
般
的
な
防
犯
灯

と
の
電
気
代
の
差
は
年

額
約
１
８
０
０
円
程

度
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
１
基
当

た
り
更
新
費
用
を
２
万

７
０
０
０
円
と
見
積
っ

て
い
る
の
で
大
体
15
年

分
と
な
る
。
機
器
の
低

廉
化
が
進
み
性
能
も
向

上
し
て
き
て
い
る
。
見

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
が
来
れ
ば
、
検

討
し
た
い
。

Ｑ
：
他
市
で
は
市
で
防

犯
灯
の
設
置
や
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
る
事
例

も
あ
る
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（
公
共
施
設
等
の
建

設
、
維
持
管
理
、
運
営

等
を
民
間
の
資
金
、
経

営
能
力
及
び
技
術
的
能

力
を
活
用
し
て
行
う
手

法
）
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

Ａ
：
市
が
直
接
管
理
し

て
い
る
事
例
は
承
知
し

て
い
る
が
、
現
時
点
で

は
地
元
が
設
置
・
管
理

し
、
市
が
補
助
を
す
る

仕
組
み
が
合
理
的
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ
：
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
市

か
ら
の
声
掛
け
は
。

Ａ
：
必
ず
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し

て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
機
器
の

更
新
の
際
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

で
お
願
い
し
ま
す
と
声

掛
け
を
し
て
い
る
。

Ｑ
：
今
回
の
筑
紫

小
学
校
の
改
修
工

事
で
、
児
童
１
人

当
た
り
の
ト
イ
レ

の
数
は
改
善
で
き

た
か
。

Ａ
：
筑
紫
小
学
校

は
全
体
で
10
基

増
。
洋
式
に
つ
い

て
は
29
基
か
ら
69

基
ま
で
増
え
て
い

る
。
改
修
し
た
こ

と
に
よ
り
洋
式
ト

イ
レ
が
増
え
、
ト

イ
レ
が
使
い
や
す

く
な
っ
た
と
喜
ば

れ
て
い
る
。

Ｑ
：
ま
だ
改
善
さ

れ
て
い
な
い
学
校

は
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
今
後
に
向
け

て
の
改
修
工
事
の

計
画
が
あ
れ
ば
伺

い
た
い
。

Ａ
：
残
り
の
学
校

に
つ
い
て
も
改
修

を
早
期
に
実
現
し

た
い
と
考
え
て
お

り
、
学
校
の
状
況

を
調
査
し
、
洋
式

化
と
併
せ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
：
コ
ロ
ナ
禍
で

一
番
利
用
さ
れ
な

け
れ
ば
い
け
な
い

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

Ａ
：
他
市
の
状
況

も
調
査
、
把
握
し

な
が
ら
、
将
来
を

見
通
し
た
当
面
の

事
業
を
優
先
し
て

現
在
に
至
っ
て
お

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
実
施
で
き

る
よ
う
に
考
え
て

い
る
。

Ｑ
：
学
校
の
通
信

環
境
が
不
十
分
で

つ
な
が
ら
な
い
と

聞
く
。
ど
の
よ
う

に
改
善
し
て
い
く

の
か
。

Ａ
：
各
学
校
に
よ

っ
て
多
少
、
通
信

の
環
境
が
違
っ
て

い
る
。
基
本
的
に

国
の
基
準
で
設
置

を
し
て
い
る
が
地

域
で
つ
な
が
り
方

が
違
う
。
調
査
し

対
応
策
を
検
討
し

た
い
。

Ｑ
：
不
登
校
の
子

ど
も
が
使
え
る
よ

う
な
環
境
整
備
を

ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

Ａ
：
学
校
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
慣
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
は
じ

め
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
対
応
で
き
る

よ
う
に
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
て
い
る
。

持
ち
帰
り
が
対
応

で
き
る
な
ら
、
コ

ロ
ナ
不
安
で
来
ら

れ
て
い
な
い
方

も
、
持
ち
帰
り
が

で
き
る
よ
う
な
形

で
進
め
て
い
き
た

い
。

童
に
対
す
る
こ
と

や
、
発
育
・
発

達
、
出
産
直
後

で
、
母
親
の
ホ
ル

モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の

乱
れ
か
ら
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
が

必
要
な
ケ
ー
ス
が

多
く
、
そ
う
い
っ

た
方
の
相
談
が
多

い
。

Ｑ
：
相
談
、
家
庭

訪
問
、
プ
ラ
ン
と

仕
事
量
が
多
い
。

３
名
の
職
員
配
置

で
ま
か
な
え
る

か
。

Ａ
：
国
か
ら
令
和

７
年
度
を
め
ど
に

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ケ
ア
が
で
き
る
精

神
保
健
福
祉
士
等

の
拡
充
を
目
指
す

よ
う
指
針
は
出
て

い
る
。
今
後
も
状

況
を
見
な
が
ら
人

員
の
拡
充
に
努
め

た
い
。

Ｑ
：
耐
震
改
修
工
事

は
昭
和
56
年
以
前
の

建
物
に
限
る
と
あ
る

が
、
基
礎
の
補
強
工

事
か
。

Ａ
：
国
、
県
費
を
使

っ
て
い
て
、
こ
の
工

事
を
す
る
た
め
に
は

耐
震
調
査
が
必
要
。

条
件
が
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
と
決
ま

っ
て
お
り
、
工
事
内

容
に
つ
い
て
は
基
礎

の
補
強
、
柱
と
は
り

の
補
強
な
ど
が
該
当

す
る
。
耐
震
補
強
は

住
宅
改
修
補
助
に
も

あ
る
が
調
査
は
必
要

な
く
、
昭
和
56
年
以

前
に
限
ら
ず
、
そ
の

後
に
建
て
ら
れ
た
分

に
つ
い
て
も
補
助
対

象
に
な
る
。

災
害
時
等
要
援
護
者
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
94
万
円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　
　
　
　
　
　
１
億
１
６
８
万
円

コロナ対策関連　39事業　１２０億６１１４万円

未来をつくる
すこやかに育つまちへ
自然と都市機能が
調和するまちへ

産業・雇用を
つくる

まちを元気にする
地域経済の活性化

共助社会づくり
いきいきと元気な
協働のまちへ

生活をまもる
安全安心のまちづくり

健康で笑顔
輝くまちへ

行財   政改革

5つ  の政策

ムダを    省いた

効率    的な
行財政    の確立

28の   施策
    122の   基本事業

第六次総合計画

5 4議会だより筑紫野 令和３年1 1月１日 194号　議会だより筑紫野

このように
使いました
このように
使いました448億円

《 

委
員
長
報
告 

》

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会

計
決
算
は
、
歳
入
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る

国
県
支
出
金
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
に

対
し
約
１
２
７
億
４
２
７

７
万
２
千
円
の
増
加
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
歳
出
に

つ
い
て
は
、
特
別
定
額
給

付
金
支
給
事
業
な
ど
の
増

加
に
よ
り
前
年
度
に
対

し
、
約
１
２
５
億
８
２
１

３
万
７
千
円
の
増
加
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
各
課
集
中
審
査
後
に
総

括
を
行
い
、
保
育
料
な
ど

の
収
入
未
済
額
の
現
状
を

見
る
と
、
原
課
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
部
分
も
あ

り
、
債
権
管
理
の
一
元
化

に
向
け
て
、
収
納
課
と
連

携
し
な
が
ら
条
例
等
の
整

備
を
行
い
、
制
度
を
確
立

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　
審
査
を
通
し
て
、
令
和

２
年
度
は
通
常
の
決
算
額

よ
り
１
３
０
億
円
ほ
ど
多

い
額
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

大
半
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
追

わ
れ
な
が
ら
職
員
も
奮
闘

し
、
第
六
次
総
合
計
画
、

第
三
次
財
政
計
画
に
基
づ

き
、
予
算
の
目
的
に
沿
っ

て
適
正
か
つ
効
率
的
に
執

行
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で

き
ま
す
。

　
採
決
の
結
果
、
全
員
一

致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

《 

賛
成
討
論 

》

　
通
常
の
業
務
を
行
い
な

が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
事
業
へ
の

対
応
に
も
追
わ
れ
た
令
和

２
年
度
で
あ
っ
た
が
、
特

に
特
別
定
額
給
付
金
支
給

事
業
に
つ
い
て
は
、
迅
速

な
対
応
が
市
民
か
ら
評
価

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
税
の
収
納
率
は
９
４
．

０
９
％
と
前
年
度
比
で

０
．
０
４
ポ
イ
ン
ト
向
上

さ
せ
る
と
と
と
も
に
、
待

機
児
童
対
策
と
し
て
の
児

童
福
祉
施
設
整
備
事
業

や
、
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
事
業
、
小
中
学
校

ト
イ
レ
改
修
事
業
な
ど
に

も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ほ

か
、
防
災
関
連
事
業
も
確

実
に
実
施
さ
れ
、
必
要
な

措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

も
、
良
好
な
財
政
状
況
を

健
全
に
保
ち
な
が
ら
、
第

六
次
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
各
種
事
業
予
算
を
そ

の
目
的
に
沿
っ
て
適
正
か

つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
と

す
る
。

9月16、17日の集中審査では7部門2７課から75項目について、詳細
な説明を受け、予算の執行状況と、行政効果を確認すると共に、次年度
予算に向けた工夫・改善の必要性に留意しながら、総合計画に掲げられ
た5つの政策を念頭に、議員からの質疑により、審査を行いました。

○筑紫野市独自支援事業として20事業　5億3000万円
　妊娠出産応援金支給　8000万円
　児童生徒への図書カード支給　2200万円
　小学校デジタルテレビ設置・放送設備更新　5300万円など
○国・県の補助事業として19事業　115億3100万円
　ひとり親世帯臨時特別給付金支給　１億4800万円
　子育て世帯臨時特別給付金支給　１億5500万円
　小中学校再開支援（感染症対策備品）整備　5200万円など

経
済
対
策
住
宅
改
修
補
助

　
　
　
　
　
　
　
７
９
８
万
円

子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
９
５
０
万
円

小
中
学
校
ト
イ
レ
改
修

　
　
　
　
　
４
億
９
４
０
０
万
円

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
億
１
６
０
０
万
円

防
犯
灯
設
置
補
助
金

　
　
２
４
０
０
万
円

Ｑ
：
登
録
者
数
が
１
７
０

０
人
で
あ
る
が
、
対
象
者

は
何
人
か
。

Ａ
：
全
て
が
要
援
護
者
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障

害
者
の
手
帳
所
持
者
と
で

１
万
７
０
０
０
名
程
度
。

Ｑ
：
難
病
患
者
も
対
象
と

し
て
い
る
の
か
。

Ａ
：
特
別
な
取
組
み
は
し

て
い
な
い
が
難
病
患
者
、

妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
も
含

め
て
要
援
護
者
の
対
象
で

あ
る
。

Ｑ
：
各
行
政
区
の
自
主
防

災
組
織
と
の
協
定
締
結
の

目
指
す
も
の
は
。

Ａ
：
こ
れ
ま
で
は
民
生
委

員
が
情
報
を
把
握
し
支
援

者
探
し
を
し
て
い
た
が
限

界
が
あ
る
。
自
主
防
災
組

織
と
協
定
を
締
結
し
、
要

援
護
者
の
了
解
の
も
と
支

援
者
探
し
、
運
用
面
で
の

協
力
を
仰
ぐ
体
制
を
想
定

Ｑ
：
寄
附
金
は
増
え
、
謝
礼
品
の
地
場
産
品

も
６
８
０
０
万
円
ほ
ど
活
用
さ
れ
、
業
者
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る

が
、
寄
附
金
増
加
の
た
め
の
対
策
は
考
え
て

い
る
の
か
。

Ａ
：
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
謝
礼
品
画
像
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
、
よ
り
多
く
の
寄
附
者
の
皆
さ
ん
の
目

に
留
ま
る
よ
う
な
改
善
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

Ｑ
：
筑
紫
野
市
民
が
他
市
に
寄
付
を
し
た
金

額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

Ａ
：
３
億
５
１
０
８
万
３
２
０
円
と
な
っ
て

い
る
。

Ｑ
：
基
金
残
高
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

Ａ
：
創
生
振
興
基
金
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
金
額
を
積
み
立
て
て
お
り
、
年
度
末
現
在

高
は
11
億
２
８
２
３
万
５
６
９
６
円
と
な
っ

て
い
る
。

し
て
い
る
。

Ｑ
：
協
定
の
締
結
内
容

は
。

Ａ
：
要
援
護
者
の
個
人
情

報
の
取
扱
い
に
関
す
る
協

定
書
で
、
市
と
そ
れ
ぞ
れ

の
自
主
防
災
組
織
が
両
者

で
締
結
す
る
内
容
で
、
名

簿
の
共
有
、
登
録
者
名
簿

の
取
扱
い
に
つ
い
て
な
ど

規
定
し
て
い
る
。

Ｑ
：
対
象
に
な
っ
た
方
に

文
書
だ
け
届
け
る
の
で
は

な
く
、
市
か
ら
声
か
け
を

し
て
も
ら
え
な
い
か
と
い

う
意
見
が
あ
る
が
。

Ａ
：
各
行
政
区
の
民
生
委

員
と
地
域
福
祉
担
当
の
連

携
を
強
化
し
て
、
個
別
に

情
報
収
集
し
て
対
応
し
た

い
。

Ｑ
：
事
業
効
果
が
補

助
金
額
の
13
倍
以
上

に
な
り
効
率
の
い
い

補
助
金
。
ど
れ
ぐ
ら

い
の
業
者
に
経
済
効

果
が
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
：
市
内
の
業
者
数

は
申
請
件
数
87
件
、

重
複
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
36
社
。

Ｑ
：
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
省
エ
ネ
と
、
単
な

る
経
済
効
果
だ
け
で

は
な
く
、
市
が
進
め

て
い
る
政
策
に
対
し

て
も
効
果
が
あ
る
。

経
済
効
果
を
さ
ら
に

広
め
て
い
く
こ
と
は

検
討
す
る
の
か
。

Ａ
：
実
情
に
合
わ
せ

て
予
算
の
執
行
を
考

慮
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
今
後
も
創
意

工
夫
し
て
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
：
利
用
者
支
援

事
業
が
あ
り
、
子

育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
で

き
た
。
事
業
を
統

合
で
き
な
い
の

か
。

Ａ
：
市
民
に
対
し

包
括
的
な
支
援
と

い
う
こ
と
で
、
こ

の
セ
ン
タ
ー
内
に

利
用
者
支
援
事
業

の
職
員
が
い
る
形

で
、
一
体
的
に
実

施
し
て
い
る
。

Ｑ
：
訪
問
件
数
87

件
。
ど
う
い
う
場

合
に
訪
問
す
る
の

か
。

Ａ
：
実
際
に
子
ど

も
の
確
認
が
必
要

な
場
合
。
保
護
者

の
方
に
支
援
を
す

る
こ
と
が
必
要
な

と
き
。
目
視
が
必

要
な
と
き
に
訪
問

す
る
こ
と
が
多

い
。
支
援
プ
ラ
ン

も
、
要
保
護
の
児

Ｑ
：
３
９
５
か
所
取
り

替
え
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
ど
こ
の
行
政
区

か
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替
え
た

ら
、
地
元
、
市
の
電
気

代
の
負
担
が
減
る
。
機

器
の
交
換
で
費
用
が
か

か
る
が
将
来
の
電
気
代

と
総
額
で
考
え
る
と
、

お
互
い
の
負
担
が
減
る

と
思
う
が
。

Ａ
：
一
般
的
な
防
犯
灯

と
の
電
気
代
の
差
は
年

額
約
１
８
０
０
円
程

度
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
１
基
当

た
り
更
新
費
用
を
２
万

７
０
０
０
円
と
見
積
っ

て
い
る
の
で
大
体
15
年

分
と
な
る
。
機
器
の
低

廉
化
が
進
み
性
能
も
向

上
し
て
き
て
い
る
。
見

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
が
来
れ
ば
、
検

討
し
た
い
。

Ｑ
：
他
市
で
は
市
で
防

犯
灯
の
設
置
や
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
る
事
例

も
あ
る
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（
公
共
施
設
等
の
建

設
、
維
持
管
理
、
運
営

等
を
民
間
の
資
金
、
経

営
能
力
及
び
技
術
的
能

力
を
活
用
し
て
行
う
手

法
）
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

Ａ
：
市
が
直
接
管
理
し

て
い
る
事
例
は
承
知
し

て
い
る
が
、
現
時
点
で

は
地
元
が
設
置
・
管
理

し
、
市
が
補
助
を
す
る

仕
組
み
が
合
理
的
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ
：
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
市

か
ら
の
声
掛
け
は
。

Ａ
：
必
ず
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し

て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
機
器
の

更
新
の
際
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

で
お
願
い
し
ま
す
と
声

掛
け
を
し
て
い
る
。

Ｑ
：
今
回
の
筑
紫

小
学
校
の
改
修
工

事
で
、
児
童
１
人

当
た
り
の
ト
イ
レ

の
数
は
改
善
で
き

た
か
。

Ａ
：
筑
紫
小
学
校

は
全
体
で
10
基

増
。
洋
式
に
つ
い

て
は
29
基
か
ら
69

基
ま
で
増
え
て
い

る
。
改
修
し
た
こ

と
に
よ
り
洋
式
ト

イ
レ
が
増
え
、
ト

イ
レ
が
使
い
や
す

く
な
っ
た
と
喜
ば

れ
て
い
る
。

Ｑ
：
ま
だ
改
善
さ

れ
て
い
な
い
学
校

は
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
今
後
に
向
け

て
の
改
修
工
事
の

計
画
が
あ
れ
ば
伺

い
た
い
。

Ａ
：
残
り
の
学
校

に
つ
い
て
も
改
修

を
早
期
に
実
現
し

た
い
と
考
え
て
お

り
、
学
校
の
状
況

を
調
査
し
、
洋
式

化
と
併
せ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
：
コ
ロ
ナ
禍
で

一
番
利
用
さ
れ
な

け
れ
ば
い
け
な
い

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

Ａ
：
他
市
の
状
況

も
調
査
、
把
握
し

な
が
ら
、
将
来
を

見
通
し
た
当
面
の

事
業
を
優
先
し
て

現
在
に
至
っ
て
お

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
実
施
で
き

る
よ
う
に
考
え
て

い
る
。

Ｑ
：
学
校
の
通
信

環
境
が
不
十
分
で

つ
な
が
ら
な
い
と

聞
く
。
ど
の
よ
う

に
改
善
し
て
い
く

の
か
。

Ａ
：
各
学
校
に
よ

っ
て
多
少
、
通
信

の
環
境
が
違
っ
て

い
る
。
基
本
的
に

国
の
基
準
で
設
置

を
し
て
い
る
が
地

域
で
つ
な
が
り
方

が
違
う
。
調
査
し

対
応
策
を
検
討
し

た
い
。

Ｑ
：
不
登
校
の
子

ど
も
が
使
え
る
よ

う
な
環
境
整
備
を

ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

Ａ
：
学
校
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
慣
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
は
じ

め
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
対
応
で
き
る

よ
う
に
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
て
い
る
。

持
ち
帰
り
が
対
応

で
き
る
な
ら
、
コ

ロ
ナ
不
安
で
来
ら

れ
て
い
な
い
方

も
、
持
ち
帰
り
が

で
き
る
よ
う
な
形

で
進
め
て
い
き
た

い
。

童
に
対
す
る
こ
と

や
、
発
育
・
発

達
、
出
産
直
後

で
、
母
親
の
ホ
ル

モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の

乱
れ
か
ら
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
が

必
要
な
ケ
ー
ス
が

多
く
、
そ
う
い
っ

た
方
の
相
談
が
多

い
。

Ｑ
：
相
談
、
家
庭

訪
問
、
プ
ラ
ン
と

仕
事
量
が
多
い
。

３
名
の
職
員
配
置

で
ま
か
な
え
る

か
。

Ａ
：
国
か
ら
令
和

７
年
度
を
め
ど
に

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ケ
ア
が
で
き
る
精

神
保
健
福
祉
士
等

の
拡
充
を
目
指
す

よ
う
指
針
は
出
て

い
る
。
今
後
も
状

況
を
見
な
が
ら
人

員
の
拡
充
に
努
め

た
い
。

Ｑ
：
耐
震
改
修
工
事

は
昭
和
56
年
以
前
の

建
物
に
限
る
と
あ
る

が
、
基
礎
の
補
強
工

事
か
。

Ａ
：
国
、
県
費
を
使

っ
て
い
て
、
こ
の
工

事
を
す
る
た
め
に
は

耐
震
調
査
が
必
要
。

条
件
が
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
と
決
ま

っ
て
お
り
、
工
事
内

容
に
つ
い
て
は
基
礎

の
補
強
、
柱
と
は
り

の
補
強
な
ど
が
該
当

す
る
。
耐
震
補
強
は

住
宅
改
修
補
助
に
も

あ
る
が
調
査
は
必
要

な
く
、
昭
和
56
年
以

前
に
限
ら
ず
、
そ
の

後
に
建
て
ら
れ
た
分

に
つ
い
て
も
補
助
対

象
に
な
る
。

災
害
時
等
要
援
護
者
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
94
万
円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　
　
　
　
　
　
１
億
１
６
８
万
円

コロナ対策関連　39事業　１２０億６１１４万円

未来をつくる
すこやかに育つまちへ
自然と都市機能が
調和するまちへ

産業・雇用を
つくる

まちを元気にする
地域経済の活性化

共助社会づくり
いきいきと元気な
協働のまちへ

生活をまもる
安全安心のまちづくり

健康で笑顔
輝くまちへ

行財   政改革

5つ  の政策

ムダを    省いた

効率    的な
行財政    の確立

28の   施策
    122の   基本事業

第六次総合計画
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新型コロナウイルス感染症
関連予算

避難所イメージ

簡易テント

総務市民常任委員会文教福祉常任委員会
歳入の内訳

概
要

全員一致

認定
　
歳
入
総
額
は
68
億
４
２

０
６
万
円
で
す
。

　歳
出
総
額
は
67
億
２
８
１

６
万
円
で
す
。
主
な
内
訳

は
、
保
険
給
付
費
が
61
億

３
４
７
１
万
円
で
、
91
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
給
付
費
支
払

準
備
基
金
の
残
高
は
、
令

和
２
年
度
末
時
点
で
、
５

億
５
５
６
９
万
円
で
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度

ま
で
の
第
９
期
介
護
保
険

事
業
計
画
期
間
中
で
、
保

険
料
軽
減
の
た
め
２
億
８

５
６
０
万
円
を
活
用
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

　
　
　
　
基
金
積
立
に
係
る
補
正
増

令
和
３
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

概
要 全員一致

可決

全員一致

可決

　
財
政
調
整
基
金
や
創
生

振
興
基
金
に
積
み
立
て
を

行
う
基
金
積
立
事
業
と
し

て
７
億
１
３
８
万
円
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
関
連
予
算
な
ど
合
計
10

億
６
８
３
８
万
６
千
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

 

避
難
所
環
境

整
備
事
業
と
は
。

避
難
所
や
庁
舎

な
ど
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
、
ｗ
ｉ‐

ｆ

ｉ
の
整
備
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

小
学
校
及
び
中

学
校
修
学
旅
行

助
成
事
業
と
は
。

小
中
学
校
の
修

学
旅
行
が
中
止

や
延
期
と
な
っ
た
場
合
の

キ
ャ
ン
セ
ル
料
や
、
密
を

避
け
る
た
め
に
バ
ス
の
台

数
を
増
や
す
、
広
い
部
屋

を
利
用
す
る
と
い
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
要
す
る
経
費
を

助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

押
印
の
義
務
付
け
を
見
直
し

筑
紫
野
市
押
印
を
求
め
る
様
式
の
見
直
し
の
た
め
の

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

令
和
２
年
度
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

概
要

　　現
在
、
国
に
お
い
て
行
政

手
続
き
の
簡
素
化
を
推
進

す
る
た
め
、
押
印
の
見
直

し
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
様
式
の

変
更
の
必
要
が
生
じ
ま
し

た
の
で
、
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

署
名
を
求
め
る

の
か
、
記
名
で

よ
い
の
か
。今

回
の
条
例
改

正
で
変
更
す
る

様
式
は
、
署
名
を
求
め
る
。

こ
れ
ら
の
条
例

以
外
で
押
印
を

求
め
る
様
式
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

条
例
改
正
の
必

要
が
無
い
も
の

が
約
１
７
０
０
程
度
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
を
確
認

し
た
う
え
で
、
そ
の
う
ち

約
８
割
に
つ
い
て
は
押
印

不
要
と
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

一
次
避
難
所
の
運
営
と
備
蓄

所
管
事
務
調
査

概
要

　
令
和
３
年
８
月
11
日
か

ら
の
大
雨
に
お
け
る
避
難

所
運
営
に
つ
い
て
避
難
所

対
応
と
避
難
の
状
況
、
一

次
避
難
所
の
主
な
備
蓄
品

等
の
説
明
を
受
け
た
。

■
避
難
の
状
況
　
最
大
18

世
帯
30
名
（
８
月
14
日
16

時
時
点
）

■
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

は
24
時
間
を
８
時
間
３
交

代
、
職
員
２
名
〜
３
名
体

制■
一
次
避
難
所
の
主
な
備

蓄
品…

検
温
器
、
発
電
機
、

ラ
ン
タ
ン
、
ラ
ジ
オ
、
簡

易
ベ
ッ
ド
、
マ
ッ
ト
、
簡

易
テ
ン
ト
、
飲
料
水
、
パ

ン
、
ア
ル
フ
ァ
米

　

備
蓄
品
に
生
理

用
品
、
紙
オ
ム

ツ
、
液
体
ミ
ル
ク
は
備
え

て
い
る
の
か
。

備
蓄
倉
庫
に
保

管
し
て
い
る
。

職
員
２
名
〜
３

名
体
制
で
運
営

と
あ
る
が
、
危
機
管
理
課

以
外
の
職
員
は
対
応
で
き

る
の
か
。

職
員
に
は
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
配
布
。

周
知
し
た
上
で
訓
練
し
、

対
応
し
て
い
る
。
　

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
現
状
は

所
管
事
務
調
査

調
査
目
的

概
要

　
保
護
者
よ
り
、
学
校
間

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
頻

度
が
異
な
る
と
伺
っ
た
。

各
学
校
に
お
け
る
教
育
格

差
を
是
正
す
る
に
は
、
現

状
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
が

立
ち
後
れ
る
と
、
地
域
間

格
差
も
一
層
広
が
る
こ
と

も
懸
念
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
、
短
縮
授
業
や
休
校

に
な
る
可
能
性
も
高
く
、

早
急
に
自
宅
で
も
学
習
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
た
め
調

査
を
行
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
現
状

①
使
用
頻
度
は
、
学
校
間

や
学
年
間
で
差
は
あ
る
が
、

各
学
校
が
創
意
工
夫
の
上
、

授
業
を
行
っ
て
い
る
。

②
導
入
当
初
は
、
各
学
校

の
取
り
組
み
方
に
よ
り
、

あ
る
程
度
の
違
い
が
出
る

こ
と
は
や
む
を
得
な
い
が
、

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
け

ば
、
他
校
と
の
情
報
や
教

材
の
共
有
な
ど
が
可
能
と

な
る
。
市
教
委
と
し
て
も
、

学
校
と
連
携
を
し
て
い
き

た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学

習
指
導
等
に
つ
い
て

　
現
在
、
各
校
で
実
施
に

向
け
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
に
関
す
る
保
護
者
の
意

向
調
査
や
、
実
用
化
に
向

け
て
の
試
行
を
進
め
て
い

る
。
昨
今
の
感
染
状
況
等

も
踏
ま
え
、
本
市
も
新
学

期
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
向
け
た
準
備
を
早
急
に

進
め
て
い
る
。
保
護
者
の

意
見
も
様
々
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
推
進
の
方
も
い
れ
ば
、

対
面
授
業
を
望
ま
れ
て
い

る
方
も
お
り
、
偏
る
こ
と

な
く
総
合
的
に
判
断
し
て

対
処
し
て
い
き
た
い
。

　

本
市
は
学
校
間

で
格
差
が
あ
る
。

他
市
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
実
施
で
き
て
い
る
。
本

市
は
ど
の
よ
う
に
実
現
し

て
い
く
か
。他

市
は
、
午
前

中
対
面
し
、
昼

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

の
で
、
参
考
に
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
の
実
施
計
画

は
あ
る
の
か
。

計
画
は
な
い
が
、

内
部
で
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
る
。

具
体
的
な
実
施

計
画
等
が
な
い

限
り
、
学
校
に
よ
っ
て
格

差
が
広
が
る
。
再
度
、
計

画
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

情
報
収
集
し
な

が
ら
、
計
画
立

案
の
可
否
を
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

執
行
部

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

議
員

認
可
保
育
所
等
に
お
け
る
安
全
確
認
は

所
管
事
務
調
査

調
査
目
的

概
要

　
福
岡
県
内
の
認
可
保
育

園
で
園
児
が
送
迎
バ
ス
に

閉
じ
込
め
ら
れ
命
を
落
と

す
と
い
う
、
痛
ま
し
い
事

故
が
発
生
し
た
。
市
民
か

ら
も
不
安
な
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
た
め
、
本
市
の

状
況
調
査

を
行
っ
た
。

安
全
確
認
の
主
な
動
き

①
県
よ
り
「
安
全
管
理
の

徹
底
に
つ
い
て
」
通
知
が

あ
り
、
保
育
施
設
管
理
者

に
そ
の
調
査
を
行
っ
た
。

送
迎
バ
ス
の
運
行
状
況
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
有
無
、
乗

車
す
る
職
員
の
体
制
、
点

呼
の
実
施
や
名
簿
の
管
理

等
の
状
況
を
電
話
で
確
認

し
た
。

②
所
園
長
会
議
を
開
催

し
、
再
度
、
安
全
管
理
の

徹
底
を
依
頼
し
た
。

③
県
よ
り
、
該
当
施
設
に

特
別
指
導
監
査
が
実
施
さ

れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
再

度
、
事
故
防
止
、
安
全
管

理
の
徹
底
依
頼
が
あ
り
、

各
保
育
施
設
に
通
知
し

た
。

④
県
が
、
今
回
の
事
故
を

受
け
て
指
針
を
作
成
す
る

予
定
で
あ
り
、
そ
の
指
針

に
基
づ
き
安
全
管
理
の
徹

底
を
図
っ
て
い
く
。

送
迎
バ
ス
の
対

象
施
設
と
確
認

状
況
は
。

市
内
４
園
が
送

迎
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る
。
全
園
で
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
あ
り
、
運
転
手

と
別
に
１
名
が
乗
車
し
、

子
ど
も
の
対
応
に
あ
た
っ

て
い
る
。
ま
た
、
名
簿

は
、
複
数
人
で
確
認
す
る

な
ど
、
工
夫
を
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

欠
席
し
た
児
童

に
対
し
、
保
護

者
に
連
絡
等
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

欠
席
の
連
絡
が

な
い
場
合
は
、

園
か
ら
確
認
の
電
話
を
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

キャッシュレス決済普及促進事業

観光事業者緊急支援事業

避難所環境整備事業

小学校修学旅行助成事業

中学校修学旅行助成事業

小学校デジタルテレビ更新事業

中学校デジタルテレビ更新事業

感染症対策環境整備事業

生活困窮者自立支援事業

博多和牛ブランド強化対策事業

６４８０万円

２７１４万円

１５００万円

１１００万円

２１４２万円

７２９万円

４８５万円

６２５万円

３６１万円

４１３万円

概
要

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

避
難
所
整
備
予
定
箇
所

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
カ
ミ
ー
リ
ヤ

・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　セ
ン
タ
ー

介護保険料
（65歳以上）

24%

介護保険料
（40歳～64歳）

25%
国庫支出金
20%

県支出金
15%

市の一般会計
からの繰入金
16%
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新型コロナウイルス感染症
関連予算

避難所イメージ

簡易テント

総務市民常任委員会文教福祉常任委員会
歳入の内訳

概
要

全員一致

認定
　
歳
入
総
額
は
68
億
４
２

０
６
万
円
で
す
。

　歳
出
総
額
は
67
億
２
８
１

６
万
円
で
す
。
主
な
内
訳

は
、
保
険
給
付
費
が
61
億

３
４
７
１
万
円
で
、
91
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
給
付
費
支
払

準
備
基
金
の
残
高
は
、
令

和
２
年
度
末
時
点
で
、
５

億
５
５
６
９
万
円
で
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度

ま
で
の
第
９
期
介
護
保
険

事
業
計
画
期
間
中
で
、
保

険
料
軽
減
の
た
め
２
億
８

５
６
０
万
円
を
活
用
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

　
　
　
　
基
金
積
立
に
係
る
補
正
増

令
和
３
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

概
要 全員一致

可決

全員一致

可決

　
財
政
調
整
基
金
や
創
生

振
興
基
金
に
積
み
立
て
を

行
う
基
金
積
立
事
業
と
し

て
７
億
１
３
８
万
円
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
関
連
予
算
な
ど
合
計
10

億
６
８
３
８
万
６
千
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

 

避
難
所
環
境

整
備
事
業
と
は
。

避
難
所
や
庁
舎

な
ど
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
、
ｗ
ｉ‐

ｆ

ｉ
の
整
備
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

小
学
校
及
び
中

学
校
修
学
旅
行

助
成
事
業
と
は
。

小
中
学
校
の
修

学
旅
行
が
中
止

や
延
期
と
な
っ
た
場
合
の

キ
ャ
ン
セ
ル
料
や
、
密
を

避
け
る
た
め
に
バ
ス
の
台

数
を
増
や
す
、
広
い
部
屋

を
利
用
す
る
と
い
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
要
す
る
経
費
を

助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

押
印
の
義
務
付
け
を
見
直
し

筑
紫
野
市
押
印
を
求
め
る
様
式
の
見
直
し
の
た
め
の

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

令
和
２
年
度
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

概
要

　　現
在
、
国
に
お
い
て
行
政

手
続
き
の
簡
素
化
を
推
進

す
る
た
め
、
押
印
の
見
直

し
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
様
式
の

変
更
の
必
要
が
生
じ
ま
し

た
の
で
、
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

署
名
を
求
め
る

の
か
、
記
名
で

よ
い
の
か
。今

回
の
条
例
改

正
で
変
更
す
る

様
式
は
、
署
名
を
求
め
る
。

こ
れ
ら
の
条
例

以
外
で
押
印
を

求
め
る
様
式
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

条
例
改
正
の
必

要
が
無
い
も
の

が
約
１
７
０
０
程
度
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
を
確
認

し
た
う
え
で
、
そ
の
う
ち

約
８
割
に
つ
い
て
は
押
印

不
要
と
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

一
次
避
難
所
の
運
営
と
備
蓄

所
管
事
務
調
査

概
要

　
令
和
３
年
８
月
11
日
か

ら
の
大
雨
に
お
け
る
避
難

所
運
営
に
つ
い
て
避
難
所

対
応
と
避
難
の
状
況
、
一

次
避
難
所
の
主
な
備
蓄
品

等
の
説
明
を
受
け
た
。

■
避
難
の
状
況
　
最
大
18

世
帯
30
名
（
８
月
14
日
16

時
時
点
）

■
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

は
24
時
間
を
８
時
間
３
交

代
、
職
員
２
名
〜
３
名
体

制■
一
次
避
難
所
の
主
な
備

蓄
品…

検
温
器
、
発
電
機
、

ラ
ン
タ
ン
、
ラ
ジ
オ
、
簡

易
ベ
ッ
ド
、
マ
ッ
ト
、
簡

易
テ
ン
ト
、
飲
料
水
、
パ

ン
、
ア
ル
フ
ァ
米

　

備
蓄
品
に
生
理

用
品
、
紙
オ
ム

ツ
、
液
体
ミ
ル
ク
は
備
え

て
い
る
の
か
。

備
蓄
倉
庫
に
保

管
し
て
い
る
。

職
員
２
名
〜
３

名
体
制
で
運
営

と
あ
る
が
、
危
機
管
理
課

以
外
の
職
員
は
対
応
で
き

る
の
か
。

職
員
に
は
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
配
布
。

周
知
し
た
上
で
訓
練
し
、

対
応
し
て
い
る
。
　

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
現
状
は

所
管
事
務
調
査

調
査
目
的

概
要

　
保
護
者
よ
り
、
学
校
間

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
頻

度
が
異
な
る
と
伺
っ
た
。

各
学
校
に
お
け
る
教
育
格

差
を
是
正
す
る
に
は
、
現

状
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
が

立
ち
後
れ
る
と
、
地
域
間

格
差
も
一
層
広
が
る
こ
と

も
懸
念
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
、
短
縮
授
業
や
休
校

に
な
る
可
能
性
も
高
く
、

早
急
に
自
宅
で
も
学
習
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
た
め
調

査
を
行
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
現
状

①
使
用
頻
度
は
、
学
校
間

や
学
年
間
で
差
は
あ
る
が
、

各
学
校
が
創
意
工
夫
の
上
、

授
業
を
行
っ
て
い
る
。

②
導
入
当
初
は
、
各
学
校

の
取
り
組
み
方
に
よ
り
、

あ
る
程
度
の
違
い
が
出
る

こ
と
は
や
む
を
得
な
い
が
、

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
け

ば
、
他
校
と
の
情
報
や
教

材
の
共
有
な
ど
が
可
能
と

な
る
。
市
教
委
と
し
て
も
、

学
校
と
連
携
を
し
て
い
き

た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学

習
指
導
等
に
つ
い
て

　
現
在
、
各
校
で
実
施
に

向
け
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
に
関
す
る
保
護
者
の
意

向
調
査
や
、
実
用
化
に
向

け
て
の
試
行
を
進
め
て
い

る
。
昨
今
の
感
染
状
況
等

も
踏
ま
え
、
本
市
も
新
学

期
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
向
け
た
準
備
を
早
急
に

進
め
て
い
る
。
保
護
者
の

意
見
も
様
々
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
推
進
の
方
も
い
れ
ば
、

対
面
授
業
を
望
ま
れ
て
い

る
方
も
お
り
、
偏
る
こ
と

な
く
総
合
的
に
判
断
し
て

対
処
し
て
い
き
た
い
。

　

本
市
は
学
校
間

で
格
差
が
あ
る
。

他
市
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
実
施
で
き
て
い
る
。
本

市
は
ど
の
よ
う
に
実
現
し

て
い
く
か
。他

市
は
、
午
前

中
対
面
し
、
昼

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

の
で
、
参
考
に
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
の
実
施
計
画

は
あ
る
の
か
。

計
画
は
な
い
が
、

内
部
で
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
る
。

具
体
的
な
実
施

計
画
等
が
な
い

限
り
、
学
校
に
よ
っ
て
格

差
が
広
が
る
。
再
度
、
計

画
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

情
報
収
集
し
な

が
ら
、
計
画
立

案
の
可
否
を
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

執
行
部

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

議
員

認
可
保
育
所
等
に
お
け
る
安
全
確
認
は

所
管
事
務
調
査

調
査
目
的

概
要

　
福
岡
県
内
の
認
可
保
育

園
で
園
児
が
送
迎
バ
ス
に

閉
じ
込
め
ら
れ
命
を
落
と

す
と
い
う
、
痛
ま
し
い
事

故
が
発
生
し
た
。
市
民
か

ら
も
不
安
な
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
た
め
、
本
市
の

状
況
調
査

を
行
っ
た
。

安
全
確
認
の
主
な
動
き

①
県
よ
り
「
安
全
管
理
の

徹
底
に
つ
い
て
」
通
知
が

あ
り
、
保
育
施
設
管
理
者

に
そ
の
調
査
を
行
っ
た
。

送
迎
バ
ス
の
運
行
状
況
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
有
無
、
乗

車
す
る
職
員
の
体
制
、
点

呼
の
実
施
や
名
簿
の
管
理

等
の
状
況
を
電
話
で
確
認

し
た
。

②
所
園
長
会
議
を
開
催

し
、
再
度
、
安
全
管
理
の

徹
底
を
依
頼
し
た
。

③
県
よ
り
、
該
当
施
設
に

特
別
指
導
監
査
が
実
施
さ

れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
再

度
、
事
故
防
止
、
安
全
管

理
の
徹
底
依
頼
が
あ
り
、

各
保
育
施
設
に
通
知
し

た
。

④
県
が
、
今
回
の
事
故
を

受
け
て
指
針
を
作
成
す
る

予
定
で
あ
り
、
そ
の
指
針

に
基
づ
き
安
全
管
理
の
徹

底
を
図
っ
て
い
く
。

送
迎
バ
ス
の
対

象
施
設
と
確
認

状
況
は
。

市
内
４
園
が
送

迎
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る
。
全
園
で
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
あ
り
、
運
転
手

と
別
に
１
名
が
乗
車
し
、

子
ど
も
の
対
応
に
あ
た
っ

て
い
る
。
ま
た
、
名
簿

は
、
複
数
人
で
確
認
す
る

な
ど
、
工
夫
を
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

欠
席
し
た
児
童

に
対
し
、
保
護

者
に
連
絡
等
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

欠
席
の
連
絡
が

な
い
場
合
は
、

園
か
ら
確
認
の
電
話
を
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

キャッシュレス決済普及促進事業

観光事業者緊急支援事業

避難所環境整備事業

小学校修学旅行助成事業

中学校修学旅行助成事業

小学校デジタルテレビ更新事業

中学校デジタルテレビ更新事業

感染症対策環境整備事業

生活困窮者自立支援事業

博多和牛ブランド強化対策事業

６４８０万円

２７１４万円

１５００万円

１１００万円

２１４２万円

７２９万円

４８５万円

６２５万円

３６１万円

４１３万円

概
要

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

避
難
所
整
備
予
定
箇
所

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
カ
ミ
ー
リ
ヤ

・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　セ
ン
タ
ー

介護保険料
（65歳以上）

24%

介護保険料
（40歳～64歳）

25%
国庫支出金
20%

県支出金
15%

市の一般会計
からの繰入金
16%
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日 月 火 水 木 金 土
11/28 29 30 12/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

※変更する場合があります。

・本会議は原則として午前１０時に開かれます。
・12月定例会の請願・陳情の受付は11月24日（水曜日）正午までです。

建設環境常任委員会
将
来
に
わ
た
り
安
全
な
水
を
安
定
的
・
継
続
的
に

　
　
供
給
で
き
る
よ
う
効
率
的
な
事
業
運
営
に
取
り
組
む

概
要

令
和
２
年
度
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

令
和
３
年
８
月
11
日
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
大
雨
に
よ
る
災
害

所
管
事
務
報
告

①
農
林
業
関
係

　
上
原
田
地
区
の
林
道
の

崩
壊
が
発
生
し
、
全
面
通

行
止
め
看
板
を
設
置
し
、

交
通
規
制
を
し
て
い
る
。

　
山
神
、
平
等
寺
地
区
で

は
水
田
の
法
面
が
崩
壊
し

た
。

　
萩
原
で
は
農
業
用
水
路

の
法
面
が
崩
壊
し
、
こ
こ

は
、
平
成
30
年
に
も
崩
壊

し
て
工
事
跡
が
固
ま
ら
な

い
う
ち
に
再
度
崩
壊
し
た
。

　
被
災
全
地
区
、
現
地
を

確
認
し
、
農
閑
期
に
復
旧

す
る
こ
と
を
地
元
と
協
議

し
、
工
事
が
で
き
る
と
こ

ろ
は
２
割
程
度
完
了
し
て

い
る
。

②
上
下
水
道
関
係

　
天
拝
坂
中
央
配
水
池
裏

山
の
法
面
一
部
が
崩
壊
し

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
が
曲
が

っ
た
。
今
後
、
土
砂
を
撤

去
し
、
復
旧
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

　
下
水
道
施
設
は
、
山
家

の
道
路
崩
壊
に
よ
り
、
埋

設
し
て
い
る
下
水
道
管
が

寸
断
さ
れ
、
仮
復
旧
を
行

い
、
使
用
で
き
る
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
道
路
の
復
旧

と
併
せ
て
下
水
道
の
復
旧

も
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

③
河
川
護
岸
・
道
路
関
係

　
国
の
補
助
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
の
１

件
目
は
下
水
道
で
報
告
し

た
箇
所
で
、
側
溝
の
仮
復

旧
及
び
、
下
の
民
地
へ
流

れ
込
ん
だ
土
砂
の
撤
去
、

民
地
へ
の
土
砂
流
防
止
の

板
柵
等
に
よ
る
仮
工
事
は

完
了
し
た
。
現
時
点
で
道

路
が
復
旧
し
て
い
な
い
の

で
、
通
行
止
め
の
状
況
で

あ
る
。

　
河
川
は
、
平
等
寺
の
河

川
護
岸
崩
壊
３
件
で
、
今

後
国
の
査
定
を
受
け
完
全

復
旧
に
努
め
る
。

　
そ
の
他
の
被
災
箇
所
に

つ
い
て
も
、
順
次
復
旧
に

努
め
て
い
る
。

　
河
川
断
面
が
狭
小
で
あ

る
二
日
市
地
区
の
田
代
橋

に
お
い
て
は
、
大
雨
時
の

河
川
水
の
調
査
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
。

　
上
下
水
道
事
業
会
計
の

剰
余
金
の
今
後
の
使
途
と

決
算
内
容
を
審
査
し
ま
し

た
。

水
道
事
業
で
は
、

純
利
益
が
２
億

１
６
０
０
万
円
で
あ
る
が
、

水
道
料
金
に
反
映
し
な
い

の
か
。

純
利
益
が
こ
こ

数
年
続
い
て
い

る
が
、
令
和
２
年
度
末
で

借
入
金
の
残
高
が
約
45
億

円
あ
り
、
計
画
的
な
老
朽

管
更
新
に
も
多
額
な
経
費

が
か
か
る
。
毎
年
度
の
純

利
益
分
は
、
全
額
、
減
債

積
立
て
と
建
設
改
良
に
積

み
立
て
て
い
る
。

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト(

下

水
道
施
設
全
体
の
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
管
理)

に

お
け
る
管
の
周
辺
の
陥
没

事
故
対
策
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

カ
メ
ラ
を
管
に

入
れ
調
査
し
、

管
が
破
損
し
て
い
た
例
で

は
、
陥
没
の
原
因
に
な
る

と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
工

事
を
行
っ
た
箇
所
も
あ
り

ま
す
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

全員一致

可決及び

認定

供給単価

給水原価

差

２１３.４円

２０１.９円

１１.５円
※数値は１㎥あたり

【水道の供給単価と給水原価】

収　入

支　出

純利益

２０億１８５６万円

１８億　１７３万円

２億１６８３万円

【水道事業の損益（税抜）】

使用料単価

汚水処理原価

差

１７３.３円

１５９.７円

１３.６円
※数値は１㎥あたり

【下水道事業の汚水処理原価】

収　入

支　出

純利益

２３億３４５０万円

１９億２５８３万円

４億　８６７万円

【下水道事業の損益（税抜）】

上原田地区

山家地区

・人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて　　和田真佐子氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青笹　祥子氏

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問 一般質問 本会議
最終日

本会議
初日

本会議

常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会 

令和３年 12月定例会

人事案件・・・・ ２件（同意）

・コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について
・筑紫野市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

発　　議・・・・ ２件（原案可決）

・「新型コロナウイルスワクチン接種の即時中止を求めます」に
　関する陳情書

陳　　情・・・・ １件
議案の内容は、市の
ホームページを
ご覧下さい。

９月定例会 審議結果（９月３日～９月29日）

条　　例・・・・ ２件（原案可決）

補正予算・・・・ ６件（原案可決）

・二級河川の指定の変更に関する意見について

報　　告・・・・ ３件 そ の 他・・・・１件（原案可決）

１２件（認定）決　　算・・・

の
り
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日 月 火 水 木 金 土
11/28 29 30 12/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

※変更する場合があります。

・本会議は原則として午前１０時に開かれます。
・12月定例会の請願・陳情の受付は11月24日（水曜日）正午までです。

建設環境常任委員会
将
来
に
わ
た
り
安
全
な
水
を
安
定
的
・
継
続
的
に

　
　
供
給
で
き
る
よ
う
効
率
的
な
事
業
運
営
に
取
り
組
む

概
要

令
和
２
年
度
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

令
和
３
年
８
月
11
日
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
大
雨
に
よ
る
災
害

所
管
事
務
報
告

①
農
林
業
関
係

　
上
原
田
地
区
の
林
道
の

崩
壊
が
発
生
し
、
全
面
通

行
止
め
看
板
を
設
置
し
、

交
通
規
制
を
し
て
い
る
。

　
山
神
、
平
等
寺
地
区
で

は
水
田
の
法
面
が
崩
壊
し

た
。

　
萩
原
で
は
農
業
用
水
路

の
法
面
が
崩
壊
し
、
こ
こ

は
、
平
成
30
年
に
も
崩
壊

し
て
工
事
跡
が
固
ま
ら
な

い
う
ち
に
再
度
崩
壊
し
た
。

　
被
災
全
地
区
、
現
地
を

確
認
し
、
農
閑
期
に
復
旧

す
る
こ
と
を
地
元
と
協
議

し
、
工
事
が
で
き
る
と
こ

ろ
は
２
割
程
度
完
了
し
て

い
る
。

②
上
下
水
道
関
係

　
天
拝
坂
中
央
配
水
池
裏

山
の
法
面
一
部
が
崩
壊
し

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
が
曲
が

っ
た
。
今
後
、
土
砂
を
撤

去
し
、
復
旧
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

　
下
水
道
施
設
は
、
山
家

の
道
路
崩
壊
に
よ
り
、
埋

設
し
て
い
る
下
水
道
管
が

寸
断
さ
れ
、
仮
復
旧
を
行

い
、
使
用
で
き
る
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
道
路
の
復
旧

と
併
せ
て
下
水
道
の
復
旧

も
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

③
河
川
護
岸
・
道
路
関
係

　
国
の
補
助
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
事
業
の
１

件
目
は
下
水
道
で
報
告
し

た
箇
所
で
、
側
溝
の
仮
復

旧
及
び
、
下
の
民
地
へ
流

れ
込
ん
だ
土
砂
の
撤
去
、

民
地
へ
の
土
砂
流
防
止
の

板
柵
等
に
よ
る
仮
工
事
は

完
了
し
た
。
現
時
点
で
道

路
が
復
旧
し
て
い
な
い
の

で
、
通
行
止
め
の
状
況
で

あ
る
。

　
河
川
は
、
平
等
寺
の
河

川
護
岸
崩
壊
３
件
で
、
今

後
国
の
査
定
を
受
け
完
全

復
旧
に
努
め
る
。

　
そ
の
他
の
被
災
箇
所
に

つ
い
て
も
、
順
次
復
旧
に

努
め
て
い
る
。

　
河
川
断
面
が
狭
小
で
あ

る
二
日
市
地
区
の
田
代
橋

に
お
い
て
は
、
大
雨
時
の

河
川
水
の
調
査
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
。

　
上
下
水
道
事
業
会
計
の

剰
余
金
の
今
後
の
使
途
と

決
算
内
容
を
審
査
し
ま
し

た
。

水
道
事
業
で
は
、

純
利
益
が
２
億

１
６
０
０
万
円
で
あ
る
が
、

水
道
料
金
に
反
映
し
な
い

の
か
。

純
利
益
が
こ
こ

数
年
続
い
て
い

る
が
、
令
和
２
年
度
末
で

借
入
金
の
残
高
が
約
45
億

円
あ
り
、
計
画
的
な
老
朽

管
更
新
に
も
多
額
な
経
費

が
か
か
る
。
毎
年
度
の
純

利
益
分
は
、
全
額
、
減
債

積
立
て
と
建
設
改
良
に
積

み
立
て
て
い
る
。

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト(

下

水
道
施
設
全
体
の
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
管
理)

に

お
け
る
管
の
周
辺
の
陥
没

事
故
対
策
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

カ
メ
ラ
を
管
に

入
れ
調
査
し
、

管
が
破
損
し
て
い
た
例
で

は
、
陥
没
の
原
因
に
な
る

と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
工

事
を
行
っ
た
箇
所
も
あ
り

ま
す
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

全員一致

可決及び

認定

供給単価

給水原価

差

２１３.４円

２０１.９円

１１.５円
※数値は１㎥あたり

【水道の供給単価と給水原価】

収　入

支　出

純利益

２０億１８５６万円

１８億　１７３万円

２億１６８３万円

【水道事業の損益（税抜）】

使用料単価

汚水処理原価

差

１７３.３円

１５９.７円

１３.６円
※数値は１㎥あたり

【下水道事業の汚水処理原価】

収　入

支　出

純利益

２３億３４５０万円

１９億２５８３万円

４億　８６７万円

【下水道事業の損益（税抜）】

上原田地区

山家地区

・人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて　　和田真佐子氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青笹　祥子氏

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問 一般質問 本会議
最終日

本会議
初日

本会議

常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会 

令和３年 12月定例会

人事案件・・・・ ２件（同意）

・コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について
・筑紫野市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

発　　議・・・・ ２件（原案可決）

・「新型コロナウイルスワクチン接種の即時中止を求めます」に
　関する陳情書

陳　　情・・・・ １件
議案の内容は、市の
ホームページを
ご覧下さい。

９月定例会 審議結果（９月３日～９月29日）

条　　例・・・・ ２件（原案可決）

補正予算・・・・ ６件（原案可決）

・二級河川の指定の変更に関する意見について

報　　告・・・・ ３件 そ の 他・・・・１件（原案可決）

１２件（認定）決　　算・・・

の
り
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前田 倫宏
（－）

段下 季一郎
（市民会議）

筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

杉塚廃寺跡（杉塚２丁目）
（詳細はウラ表紙に掲載しています。）

質 問 題 目   一 覧

９月定例会の一般質問では、市政について６人の議員が９題目にわたり質問しました。
質問・答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

①コロナ禍における医療従事者の支援について
②高齢者支援と介護施設の充実について

■ 前田　倫宏　議員

①ヤングケアラー支援の取り組みについて

■ 坂口　勝彦　議員

①子どもの貧困対策について　　　　 　
②あらゆる人に使いやすい公園整備について

■ 段下　季一郎　議員

①ＪＲ二日市駅の整備について

■ 八尋　一男　議員

議
員
　
子
ど
も
の
貧
困
対

策
大
綱
で
、
「
生
活
保
護

世
帯
を
含
む
生
活
困
窮
世

帯
の
子
供
を
対
象
に
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
き
、
学
習
支
援
を
行

う
。
」
と
あ
り
、
17
の
市
、

春
日
市
と
朝
倉
市
は
直
営
、

那
珂
川
市
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
委
託
で
行
わ
れ
て
い
る
。

市
内
保
護
世
帯
で
、
親
は

病
気
で
働
け
ず
、
子
は
小

学
校
低
学
年
か
ら
不
登
校
、

適
応
指
導
教
室
に
も
通
え

ず
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に

通
う
お
金
も
な
い
の
で
、

高
学
年
に
な
っ
て
も
家
に

ず
っ
と
一
人
で
い
る
ケ
ー

ス
も
。
学
習
支
援
を
行
う

べ
き
で
は
。

　
平
成
29
年
調
査
で
、
ひ

と
り
親
世
帯
で
食
料
を
買

え
な
い
経
験
が
34･

９
％
、

子
ど
も
が
い
る
全
世
帯
で

16･

９
％
。
コ
ロ
ナ
禍
で

さ
ら
に
深
刻
化
。
最
近
は
、

子
ど
も
食
堂
を
地
域
食
堂

と
呼
び
、
市
で
も
行
わ
れ

て
い
る
が
、
連
携
は
な
い
。

子
ど
も
宅
食
は
、
生
活
に

余
裕
が
な
い
子
育
て
世
帯

に
食
品
を
届
け
る
取
り
組

み
。

　
子
ど
も
宅
食
・
地
域
食

堂
の
支
援
を
す
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
学
習
支

援
は
、
対
象
者
を
生
活
困

窮
世
帯
に
限
定
し
実
施
す

る
に
は
、
人
権
的
配
慮
や

交
通
手
段
の
確
保
な
ど
、

課
題
を
解
決
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
専
門
部
会
に

お
い
て
情
報
収
集
や
課
題

の
把
握
、
効
果
的
な
事
業

の
推
進
に
つ
い
て
研
究
す

る
。
子
ど
も
宅
食
・
地
域

食
堂
へ
の
支
援
は
、
専
門

部
会
に
お
い
て
先
進
事
例

を
調
査
す
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公

園
の
整
備
に
つ
い
て

議
員
　
障
が
い
を
持
つ
子

ど
も
を
抱
え
る
保
護
者
か

ら
、
「
地
域
の
公
園
が
使

い
づ
ら
い
」
と
い
う
声
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の

が
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公

園
で
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

は
、
「
全
て
を
含
ん
だ
」

と
い
う
意
味
で
、
障
が
い

を
持
つ
子
ど
も
が
他
の
子

ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る

遊
具
の
あ
る
公
園
。
例
え

ば
、
東
京
都
で
は
、
車
い

す
に
乗
っ
た
ま
ま
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
る
砂
場
な
ど
が

あ
る
。
保
護
者
か
ら
も
好

評
で
、
遊
具
の
開
発
に
力

を
入
れ
る
メ
ー
カ
ー
も
。

整
備
す
べ
き
で
は
。

建
設
部
長
　
本
市
の
公
園

は
、
使
い
や
す
さ
や
安
全

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

子
ど
も
の
対
象
年
齢
層
別

の
遊
具
の
設
置
や
園
路
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
地

域
住
民
や
利
用
者
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
公
園
の
整

備
に
努
め
る
。

議
員
　
団
塊
の
世
代
が
75

歳
と
な
る
２
０
２
５
年
問

題
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
。

本
市
の
要
介
護
等
認
定
者

数
は
、
平
成
27
年
度
の
総

認
定
者
数
３
４
８
０
人
が
、

令
和
２
年
度
で
は
４
１
９

８
人
と
７
１
８
人
も
増
え
、

今
後
も
一
貫
し
て
増
加
が

予
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
を
希
望
し
、
待
機
し
て

い
る
方
は
42
人
い
る
。
家

族
の
介
護
を
理
由
と
す
る

離
職
者
は
、
全
国
で
近
年

10
万
人
前
後
も
発
生
し
て

い
る
。
介
護
の
た
め
に
離

職
す
る
者
と
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
待
機

者
を
解
消
す
る
に
は
、
施

設
の
新
設
や
拡
充
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
介
護
離

職
ゼ
ロ
に
向
け
て
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
地
域
密

着
型
の
整
備
を
行
う
。

議
員
　
介
護
業
界
は
深
刻

な
人
手
不
足
で
、
労
働
環

境
の
悪
化
に
よ
る
離
職
率

の
上
昇
、
経
営
状
態
の
悪

化
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
に
は
、
介

護
士
の
人
材
確
保
が
必
要

不
可
欠
で
、
待
遇
改
善
等

の
支
援
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
市
内
事
業
所
で
働

く
介
護
士
等
の
確
保
と
処

遇
改
善
策
と
し
て
、
家
賃

補
助
等
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
国
が
定

め
る
介
護
報
酬
基
準
で
処

遇
改
善
相
当
分
が
加
味
さ

れ
て
お
り
、
家
賃
補
助
等

は
考
え
て
い
な
い
。
介
護

人
材
の
確
保
は
、
引
き
続

き
県
や
事
業
所
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
参

る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
従

事
者
に
支
援
を

議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

本
県
も
新
規
感
染
者
と
病

床
使
用
率
は
依
然
と
し
て

高
い
水
準
で
、
医
療
の
供

給
体
制
は
逼
迫
し
て
い
る
。

以
前
、
医
療
従
事
者
の
方

か
ら
家
族
へ
の
感
染
を
心

配
し
、
帰
宅
で
き
ず
に
宿

泊
施
設
を
利
用
す
る
こ
と

も
あ
る
と
ご
意
見
を
頂
い

た
。
日
夜
過
酷
な
勤
務
を

強
い
ら
れ
て
い
る
医
療
従

事
者
の
方
々
の
負
担
を
軽

減
し
、
家
庭
内
感
染
リ
ス

ク
の
回
避
を
図
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
医
療
従
事
者

を
支
援
す
る
こ
と
に
直
結

す
る
と
考
え
る
。
医
療
従

事
者
が
、
家
庭
内
感
染
リ

ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、

宿
泊
施
設
を
利
用
す
る
場

合
に
、
宿
泊
費
を
助
成
す

る
支
援
策
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
福
岡
県

で
医
療
従
事
者
へ
の
支
援

金
事
業
を
実
施
し
た
経
緯

が
あ
り
、
今
後
と
も
国
、

県
の
動
向
を
注
視
し
て
参

る
。

高
齢
者
支
援
と
介
護
施
設
の
充
実
を

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
と
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
提
供
状
況
等
の
動
向
を
把
握
す
る

①子どもの近視対策と生涯にわたる健康について

■ 西村　和子　議員

①2021全国学力テストについて
②ベンダーロックインについて

■ 田中　允　議員

子
ど
も
宅
食
・
地
域
食
堂
の
支
援
を

専
門
部
会
に
お
い
て
先
進
事
例
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
す
る

議
員

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

建
設
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員
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前田 倫宏
（－）

段下 季一郎
（市民会議）

筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

杉塚廃寺跡（杉塚２丁目）
（詳細はウラ表紙に掲載しています。）

質 問 題 目   一 覧

９月定例会の一般質問では、市政について６人の議員が９題目にわたり質問しました。
質問・答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

①コロナ禍における医療従事者の支援について
②高齢者支援と介護施設の充実について

■ 前田　倫宏　議員

①ヤングケアラー支援の取り組みについて

■ 坂口　勝彦　議員

①子どもの貧困対策について　　　　 　
②あらゆる人に使いやすい公園整備について

■ 段下　季一郎　議員

①ＪＲ二日市駅の整備について

■ 八尋　一男　議員

議
員
　
子
ど
も
の
貧
困
対

策
大
綱
で
、
「
生
活
保
護

世
帯
を
含
む
生
活
困
窮
世

帯
の
子
供
を
対
象
に
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
き
、
学
習
支
援
を
行

う
。
」
と
あ
り
、
17
の
市
、

春
日
市
と
朝
倉
市
は
直
営
、

那
珂
川
市
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
委
託
で
行
わ
れ
て
い
る
。

市
内
保
護
世
帯
で
、
親
は

病
気
で
働
け
ず
、
子
は
小

学
校
低
学
年
か
ら
不
登
校
、

適
応
指
導
教
室
に
も
通
え

ず
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に

通
う
お
金
も
な
い
の
で
、

高
学
年
に
な
っ
て
も
家
に

ず
っ
と
一
人
で
い
る
ケ
ー

ス
も
。
学
習
支
援
を
行
う

べ
き
で
は
。

　
平
成
29
年
調
査
で
、
ひ

と
り
親
世
帯
で
食
料
を
買

え
な
い
経
験
が
34･

９
％
、

子
ど
も
が
い
る
全
世
帯
で

16･

９
％
。
コ
ロ
ナ
禍
で

さ
ら
に
深
刻
化
。
最
近
は
、

子
ど
も
食
堂
を
地
域
食
堂

と
呼
び
、
市
で
も
行
わ
れ

て
い
る
が
、
連
携
は
な
い
。

子
ど
も
宅
食
は
、
生
活
に

余
裕
が
な
い
子
育
て
世
帯

に
食
品
を
届
け
る
取
り
組

み
。

　
子
ど
も
宅
食
・
地
域
食

堂
の
支
援
を
す
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
学
習
支

援
は
、
対
象
者
を
生
活
困

窮
世
帯
に
限
定
し
実
施
す

る
に
は
、
人
権
的
配
慮
や

交
通
手
段
の
確
保
な
ど
、

課
題
を
解
決
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
専
門
部
会
に

お
い
て
情
報
収
集
や
課
題

の
把
握
、
効
果
的
な
事
業

の
推
進
に
つ
い
て
研
究
す

る
。
子
ど
も
宅
食
・
地
域

食
堂
へ
の
支
援
は
、
専
門

部
会
に
お
い
て
先
進
事
例

を
調
査
す
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公

園
の
整
備
に
つ
い
て

議
員
　
障
が
い
を
持
つ
子

ど
も
を
抱
え
る
保
護
者
か

ら
、
「
地
域
の
公
園
が
使

い
づ
ら
い
」
と
い
う
声
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の

が
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公

園
で
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

は
、
「
全
て
を
含
ん
だ
」

と
い
う
意
味
で
、
障
が
い

を
持
つ
子
ど
も
が
他
の
子

ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る

遊
具
の
あ
る
公
園
。
例
え

ば
、
東
京
都
で
は
、
車
い

す
に
乗
っ
た
ま
ま
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
る
砂
場
な
ど
が

あ
る
。
保
護
者
か
ら
も
好

評
で
、
遊
具
の
開
発
に
力

を
入
れ
る
メ
ー
カ
ー
も
。

整
備
す
べ
き
で
は
。

建
設
部
長
　
本
市
の
公
園

は
、
使
い
や
す
さ
や
安
全

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

子
ど
も
の
対
象
年
齢
層
別

の
遊
具
の
設
置
や
園
路
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
地

域
住
民
や
利
用
者
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
公
園
の
整

備
に
努
め
る
。

議
員
　
団
塊
の
世
代
が
75

歳
と
な
る
２
０
２
５
年
問

題
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
。

本
市
の
要
介
護
等
認
定
者

数
は
、
平
成
27
年
度
の
総

認
定
者
数
３
４
８
０
人
が
、

令
和
２
年
度
で
は
４
１
９

８
人
と
７
１
８
人
も
増
え
、

今
後
も
一
貫
し
て
増
加
が

予
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
を
希
望
し
、
待
機
し
て

い
る
方
は
42
人
い
る
。
家

族
の
介
護
を
理
由
と
す
る

離
職
者
は
、
全
国
で
近
年

10
万
人
前
後
も
発
生
し
て

い
る
。
介
護
の
た
め
に
離

職
す
る
者
と
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
待
機

者
を
解
消
す
る
に
は
、
施

設
の
新
設
や
拡
充
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
介
護
離

職
ゼ
ロ
に
向
け
て
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
地
域
密

着
型
の
整
備
を
行
う
。

議
員
　
介
護
業
界
は
深
刻

な
人
手
不
足
で
、
労
働
環

境
の
悪
化
に
よ
る
離
職
率

の
上
昇
、
経
営
状
態
の
悪

化
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
に
は
、
介

護
士
の
人
材
確
保
が
必
要

不
可
欠
で
、
待
遇
改
善
等

の
支
援
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
市
内
事
業
所
で
働

く
介
護
士
等
の
確
保
と
処

遇
改
善
策
と
し
て
、
家
賃

補
助
等
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
国
が
定

め
る
介
護
報
酬
基
準
で
処

遇
改
善
相
当
分
が
加
味
さ

れ
て
お
り
、
家
賃
補
助
等

は
考
え
て
い
な
い
。
介
護

人
材
の
確
保
は
、
引
き
続

き
県
や
事
業
所
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
参

る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
従

事
者
に
支
援
を

議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

本
県
も
新
規
感
染
者
と
病

床
使
用
率
は
依
然
と
し
て

高
い
水
準
で
、
医
療
の
供

給
体
制
は
逼
迫
し
て
い
る
。

以
前
、
医
療
従
事
者
の
方

か
ら
家
族
へ
の
感
染
を
心

配
し
、
帰
宅
で
き
ず
に
宿

泊
施
設
を
利
用
す
る
こ
と

も
あ
る
と
ご
意
見
を
頂
い

た
。
日
夜
過
酷
な
勤
務
を

強
い
ら
れ
て
い
る
医
療
従

事
者
の
方
々
の
負
担
を
軽

減
し
、
家
庭
内
感
染
リ
ス

ク
の
回
避
を
図
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
医
療
従
事
者

を
支
援
す
る
こ
と
に
直
結

す
る
と
考
え
る
。
医
療
従

事
者
が
、
家
庭
内
感
染
リ

ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、

宿
泊
施
設
を
利
用
す
る
場

合
に
、
宿
泊
費
を
助
成
す

る
支
援
策
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
福
岡
県

で
医
療
従
事
者
へ
の
支
援

金
事
業
を
実
施
し
た
経
緯

が
あ
り
、
今
後
と
も
国
、

県
の
動
向
を
注
視
し
て
参

る
。

高
齢
者
支
援
と
介
護
施
設
の
充
実
を

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
と
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
提
供
状
況
等
の
動
向
を
把
握
す
る

①子どもの近視対策と生涯にわたる健康について

■ 西村　和子　議員

①2021全国学力テストについて
②ベンダーロックインについて

■ 田中　允　議員

子
ど
も
宅
食
・
地
域
食
堂
の
支
援
を

専
門
部
会
に
お
い
て
先
進
事
例
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
す
る

議
員

議
員

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

建
設
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員
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坂口 勝彦
（公明党）

田中　允
（－）

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
踏
ま
え

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
対
策
は

小
中
連
携
教
育
の
推
進
や

家
庭
学
習
の
更
な
る
定
着
を
図
る Ｊ

Ｒ
二
日
市
駅
を

　
　
　
　
　
日
本
一
の
ト
イ
レ
に

協
議
す
る
な
ど
取
組
ん
で
い
き
た
い

八尋 一男
（つくし野）

議
員
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
の

乗
降
客
数
は
、
政
府
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
２
０
１
８
年

度
１
日
平
均
１
５
１
５
１

人
、
年
間
５
５
３
万
人
に

な
る
。
九
州
鉄
道
開
業
時

よ
り
現
存
す
る
九
州
最
古

の
駅
で
明
治
22
年
に
開
設

さ
れ
大
正
15
年
に
は
後
の

総
理
大
臣
佐
藤
栄
作
氏
も

駅
長
を
さ
れ
た
由
緒
あ
る

駅
の
一
つ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
観
光
案
内
所

と
は
い
い
が
た
い
市
民
ホ

ー
ル
、
待
合
室
は
昭
和
の

イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
で
、

観
光
の
駅
と
は
思
え
な
い
。

外
出
先
で
利
用
す
る
ト
イ

レ
は
清
潔
感
・
快
適
感
が

大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
し
め

て
い
る
、
市
民
ホ
ー
ル
と

そ
の
中
の
ト
イ
レ
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
伺
い
た
い
。

　
次
に
ト
イ
レ
も
含
ん
だ

市
民
ホ
ー
ル
の
運
営
を
年

間
３
８
４
万
円
か
け
委
託

し
て
い
る
が
、
お
金
を
か

け
な
い
で
日
本
一
に
な
る

可
能
性
を
提
案
し
た
い
。

大
阪
の
例
で
す
が
、
維
持

管
理
を
含
ん
だ
命
名
権

（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）

を
販
売
す
る
手
法
に
つ
い

て
、
本
市
の
見
解
と
今
後

の
姿
勢
を
伺
い
た
い
。

環
境
経
済
部
長
　
市
民
ホ

ー
ル
な
ど
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
観
光
協
会
な
ど
を
併

設
し
、
観
光
情
報
の
発
信

や
地
場
物
産
品
の
振
興
を

図
る
場
と
し
て
い
る
。

　
次
に
命
名
権
を
販
売
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

市
民
ホ
ー
ル
管
理
組
合
で

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
改
善
等
の
際

に
は
協
議
す
る
な
ど
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
は
、
両
親
の
ど
ち
ら
か

が
離
婚
、
死
別
に
よ
り
い

な
い
、
あ
る
い
は
仕
事
な

ど
で
忙
し
い
場
合
、
子
ど

も
が
介
護
を
担
わ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
な
り
、
要

介
護
状
態
の
家
族
の
た
め

に
大
人
が
担
う
よ
う
な
介

護
の
責
任
を
引
き
受
け
、

家
事
や
家
族
の
世
話
、
感

情
面
の
サ
ポ
ー
ト
も
お
こ

な
っ
て
い
る
子
ど
も
や
若

者
の
こ
と
で
す
。
家
族
の

介
護
に
よ
り
、
友
人
関
係

が
希
薄
に
な
り
が
ち
で
孤

立
し
て
し
ま
う
、
あ
る
い

は
進
学
や
就
職
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し

ま
う
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

が
頻
発
し
て
お
り
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
を
め
ぐ
っ
て

は
、
近
年
そ
の
問
題
性
が

強
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

調
査
は
、
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
か
。

教
育
部
長
　
市
が
、
市
民

や
関
係
各
課
お
よ
び
関
係

機
関
等
か
ら
の
通
告
や
相

談
を
通
じ
て
把
握
し
た
内

容
を
随
時
、
県
に
回
答
す

る
。

議
員
　
学
校
を
中
心
に
各

機
関
と
地
域
が
連
携
し
て

支
援
す
る
べ
き
で
は
。

　教
育
部
長
　
疑
わ
し
い
事

案
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
行
政
、
学
校
、

地
域
な
ど
関
係
機
関
で
構

成
す
る
市
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
で
ケ
ー
ス

会
等
を
開
催
し
、
解
決
に

向
け
て
必
要
な
支
援
を
行

っ
て
い
く
。

議
員
　
近
視
に
よ
り
眼
球

が
延
び
失
明
に
繋
が
る
疾

病
の
原
因
と
な
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

精
神
疾
患
・
認
知
症
等
と

の
深
い
関
係
も
分
か
っ
て

き
て
い
る
。
本
市
で
は
、

学
校
で
の
視
力
検
査
の
結

果
を
市
と
し
て
把
握
し
て

い
な
い
。
学
校
か
ら
視
力

検
査
の
デ
ー
タ
を
頂
い
た

が
、
検
査
す
る
養
護
教
諭

が
交
代
す
る
と
数
値
が
変

動
し
、
長
期
デ
ー
タ
も
保

存
さ
れ
て
い
な
い
。
小
中

学
校
の
検
診
に
眼
軸
長
測

定
を
追
加
す
る
考
え
は
。

教
育
部
長
　
学
校
の
健
康

診
断
で
は
裸
眼
視
力
を
測

定
し
て
お
り
、
視
力
低
下

が
観
ら
れ
た
場
合
は
医
療

機
関
で
の
適
切
な
検
査
を

勧
め
て
い
る
の
で
、
現
段

階
で
は
、
学
校
で
の
「
眼

軸
長
」
検
査
は
考
え
て
い

な
い
が
、
文
科
省
よ
り
視

力
の
大
規
模
調
査
結
果
に

基
づ
く
対
策
が
示
さ
れ
た

際
に
は
適
切
に
対
応
し
て

い
く
。

議
員
　
千
ル
ク
ス
以
上
の

光
を
週
11
時
間
以
上
浴
び

る
子
ど
も
は
、
近
視
に
な

り
に
く
い
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の

近
視
と
疾
病
の
予
防
に
対

す
る
考
え
方
は
。

教
育
部
長
　
乳
幼
児
健
診

や
学
校
で
の
視
力
検
査
で
、

異
常
が
疑
わ
れ
た
場
合
は
、

精
密
検
査
の
受
検
を
勧
奨

し
、
早
期
治
療
に
つ
な
が

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

３
歳
児
健
診
で
は
弱
視
な

ど
の
異
常
も
発
見
で
き
る
、

新
た
な
検
査
機
器
の
導
入

を
予
定
し
て
い
る
。
児

童
・
生
徒
た
ち
に
は
、
保

健
だ
よ
り
な
ど
を
通
じ
て
、

眼
に
よ
い
生
活
習
慣
の
実

践
を
啓
発
し
て
い
る
。

西村 和子
（市民会議）

議
員
　
福
岡
県
に
於
い
て

は
初
め
て
小
中
学
校
と
も

に
全
教
科
で
全
国
平
均
よ

り
高
い
結
果
で
あ
っ
た
。

市
内
小
中
学
校
の
正
答
数

と
正
答
率
及
び
最
上
位
と

最
下
位
の
成
績
は
。
ま
た
、

全
国
平
均
や
県
平
均
と
比

較
し
た
結
果
は
。

教
育
部
長
　
学
校
の
序
列

化
や
過
度
な
競
争
に
つ
な

が
る
懸
念
と
、
学
校
が
特

定
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
公
表
は
し
て
い
な
い
。

平
均
と
の
比
較
は
、
小
学

校
の
国
語
・
算
数
、
中
学

校
の
国
語
・
数
学
す
べ
て

の
教
科
区
分
に
於
い
て
、

平
均
正
答
数
及
び
平
均
正

答
率
と
も
に
上
回
っ
て
い

る
。

議
員
　
結
果
を
踏
ま
え
、

課
題
と
今
後
の
対
策
は
。

教
育
部
長
　
小
中
学
校
共

に
国
語
が
令
和
元
年
度
と

比
較
し
て
下
が
っ
て
い
る

の
で
、
こ
の
結
果
に
満
足

せ
ず
、
新
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
き
、
書
く
・
話
す

学
習
な
ど
基
礎
的
・
基
本

的
な
内
容
を
身
に
付
け
さ

せ
る
た
め
、
わ
か
る
授
業

を
行
い
、
確
か
な
学
力
を

育
成
し
て
い
く
取
り
組
み

を
継
続
し
、
小
中
連
携
教

育
の
推
進
や
、
家
庭
学
習

の
更
な
る
定
着
を
図
る
こ

と
で
、
学
力
の
底
上
げ
を

行
い
、
全
体
的
な
学
力
向

上
に
努
め
て
い
く
。

ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク
イ

ン
に
つ
い
て

議
員
　
国
は
、
行
政
手
続

き
の
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｄ

Ｘ
）
を
推
進
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
庁
を
設
置
し
た
。

情
報
シ
ス
テ
ム
が
複
雑
か

つ
独
自
の
仕
様
と
な
っ
た

結
果
、
自
治
体
が
導
入
し

た
Ｉ
Ｔ
企
業
以
外
デ
ー
タ

管
理
等
が
で
き
な
く
な
り

随
意
契
約
と
な
り
、
価
格

の
高
騰
や
競
争
に
よ
る
技

術
革
新
が
阻
害
さ
れ
る
な

ど
問
題
と
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
本
市
に
お
い
て
情
報

シ
ス
テ
ム
の
随
意
契
約
の

実
績
と
、
行
政
シ
ス
テ
ム

の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た

め
の
人
材
育
成
の
手
法
は
。

企
画
政
策
部
長
　
仕
様
等

の
理
由
に
よ
る
主
要
な
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
令
和
２

年
度
の
随
意
契
約
は
約
８

３
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た

め
の
人
材
育
成
は
、
現
在

国
に
於
い
て
自
治
体
職
員

を
対
象
と
し
た
研
修
の
あ

り
方
や
外
部
人
材
活
用
等

の
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
動
向
を
見
な
が
ら
適

切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
市
長
は
、
地
方
自

治
体
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、

市
職
員
の
人
材
育
成
を
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
行
政
は
人
な
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
土
台
は
人

づ
く
り
、
と
の
認
識
の
も

と
職
員
の
意
識
改
革
、
人

材
育
成
に
努
め
て
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
対
策
、
デ

ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対
応
な

ど
時
流
を
見
極
め
こ
れ
に

即
し
た
人
材
育
成
に
努
め

る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
は

解
決
に
向
け
て
支
援
を
行
っ
て
い
く

子
ど
も
の
近
視
対
策
と

　
　
　
　
　
生
涯
に
わ
た
る
健
康
は

視
力
異
常
が
疑
わ
れ
た
場
合
は

早
期
治
療
に
つ
な
が
る
支
援
を
し
て
い
る

資産等報告書の審査結果について
　筑紫野市政治倫理条例（以下「条例」という。）第４条に、市長、副市長、教育長及び市議会議員
（配偶者、被扶養者及び同居の親族のものを含む）の毎年１月１日現在の資産、地位、肩書ならびに
前年１年間の収入、贈与、もてなし及び税等の納付状況（以下「資産等報告書」という。）の提出義
務を規定しています。
　筑紫野市議会では、当該条例に基づき、資産等報告書の公表をしています。
　この度、筑紫野市政治倫理審査会から資産等報告書の結果を７月２９日に意見書として受け取り
ましたので、お知らせします。

　　　　対象者
　　　　　報告義務者に関するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　２５人
　　　　　報告義務者の配偶者に関するもの　　　　　　　　　　　　　２２人
　　　　　報告義務者の被扶養者及び同居の親族に関するもの　　　　　１６人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計６３人

審査の結果
　本年の資産等報告書については、その提出の遅滞はなかった。
　明白な誤記、不正確な記載等についての確認、差し替え及び訂正または口頭での説明ならび
に報告書の一部の欠落についての追加提出は速やかに行われた。
　また、資産等報告書の記載を見る限り、虚偽と疑われる報告は見受けられなかった。

資産等報告書及び意見書は、市役所4階の情報公開コーナーで閲覧することができます。
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坂口 勝彦
（公明党）

田中　允
（－）

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
踏
ま
え

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
対
策
は

小
中
連
携
教
育
の
推
進
や

家
庭
学
習
の
更
な
る
定
着
を
図
る Ｊ

Ｒ
二
日
市
駅
を

　
　
　
　
　
日
本
一
の
ト
イ
レ
に

協
議
す
る
な
ど
取
組
ん
で
い
き
た
い

八尋 一男
（つくし野）

議
員
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
の

乗
降
客
数
は
、
政
府
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
２
０
１
８
年

度
１
日
平
均
１
５
１
５
１

人
、
年
間
５
５
３
万
人
に

な
る
。
九
州
鉄
道
開
業
時

よ
り
現
存
す
る
九
州
最
古

の
駅
で
明
治
22
年
に
開
設

さ
れ
大
正
15
年
に
は
後
の

総
理
大
臣
佐
藤
栄
作
氏
も

駅
長
を
さ
れ
た
由
緒
あ
る

駅
の
一
つ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
観
光
案
内
所

と
は
い
い
が
た
い
市
民
ホ

ー
ル
、
待
合
室
は
昭
和
の

イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
で
、

観
光
の
駅
と
は
思
え
な
い
。

外
出
先
で
利
用
す
る
ト
イ

レ
は
清
潔
感
・
快
適
感
が

大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
し
め

て
い
る
、
市
民
ホ
ー
ル
と

そ
の
中
の
ト
イ
レ
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
伺
い
た
い
。

　
次
に
ト
イ
レ
も
含
ん
だ

市
民
ホ
ー
ル
の
運
営
を
年

間
３
８
４
万
円
か
け
委
託

し
て
い
る
が
、
お
金
を
か

け
な
い
で
日
本
一
に
な
る

可
能
性
を
提
案
し
た
い
。

大
阪
の
例
で
す
が
、
維
持

管
理
を
含
ん
だ
命
名
権

（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）

を
販
売
す
る
手
法
に
つ
い

て
、
本
市
の
見
解
と
今
後

の
姿
勢
を
伺
い
た
い
。

環
境
経
済
部
長
　
市
民
ホ

ー
ル
な
ど
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
観
光
協
会
な
ど
を
併

設
し
、
観
光
情
報
の
発
信

や
地
場
物
産
品
の
振
興
を

図
る
場
と
し
て
い
る
。

　
次
に
命
名
権
を
販
売
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

市
民
ホ
ー
ル
管
理
組
合
で

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
改
善
等
の
際

に
は
協
議
す
る
な
ど
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
は
、
両
親
の
ど
ち
ら
か

が
離
婚
、
死
別
に
よ
り
い

な
い
、
あ
る
い
は
仕
事
な

ど
で
忙
し
い
場
合
、
子
ど

も
が
介
護
を
担
わ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
な
り
、
要

介
護
状
態
の
家
族
の
た
め

に
大
人
が
担
う
よ
う
な
介

護
の
責
任
を
引
き
受
け
、

家
事
や
家
族
の
世
話
、
感

情
面
の
サ
ポ
ー
ト
も
お
こ

な
っ
て
い
る
子
ど
も
や
若

者
の
こ
と
で
す
。
家
族
の

介
護
に
よ
り
、
友
人
関
係

が
希
薄
に
な
り
が
ち
で
孤

立
し
て
し
ま
う
、
あ
る
い

は
進
学
や
就
職
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し

ま
う
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

が
頻
発
し
て
お
り
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
を
め
ぐ
っ
て

は
、
近
年
そ
の
問
題
性
が

強
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

調
査
は
、
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
か
。

教
育
部
長
　
市
が
、
市
民

や
関
係
各
課
お
よ
び
関
係

機
関
等
か
ら
の
通
告
や
相

談
を
通
じ
て
把
握
し
た
内

容
を
随
時
、
県
に
回
答
す

る
。

議
員
　
学
校
を
中
心
に
各

機
関
と
地
域
が
連
携
し
て

支
援
す
る
べ
き
で
は
。

　教
育
部
長
　
疑
わ
し
い
事

案
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
行
政
、
学
校
、

地
域
な
ど
関
係
機
関
で
構

成
す
る
市
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
で
ケ
ー
ス

会
等
を
開
催
し
、
解
決
に

向
け
て
必
要
な
支
援
を
行

っ
て
い
く
。

議
員
　
近
視
に
よ
り
眼
球

が
延
び
失
明
に
繋
が
る
疾

病
の
原
因
と
な
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

精
神
疾
患
・
認
知
症
等
と

の
深
い
関
係
も
分
か
っ
て

き
て
い
る
。
本
市
で
は
、

学
校
で
の
視
力
検
査
の
結

果
を
市
と
し
て
把
握
し
て

い
な
い
。
学
校
か
ら
視
力

検
査
の
デ
ー
タ
を
頂
い
た

が
、
検
査
す
る
養
護
教
諭

が
交
代
す
る
と
数
値
が
変

動
し
、
長
期
デ
ー
タ
も
保

存
さ
れ
て
い
な
い
。
小
中

学
校
の
検
診
に
眼
軸
長
測

定
を
追
加
す
る
考
え
は
。

教
育
部
長
　
学
校
の
健
康

診
断
で
は
裸
眼
視
力
を
測

定
し
て
お
り
、
視
力
低
下

が
観
ら
れ
た
場
合
は
医
療

機
関
で
の
適
切
な
検
査
を

勧
め
て
い
る
の
で
、
現
段

階
で
は
、
学
校
で
の
「
眼

軸
長
」
検
査
は
考
え
て
い

な
い
が
、
文
科
省
よ
り
視

力
の
大
規
模
調
査
結
果
に

基
づ
く
対
策
が
示
さ
れ
た

際
に
は
適
切
に
対
応
し
て

い
く
。

議
員
　
千
ル
ク
ス
以
上
の

光
を
週
11
時
間
以
上
浴
び

る
子
ど
も
は
、
近
視
に
な

り
に
く
い
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の

近
視
と
疾
病
の
予
防
に
対

す
る
考
え
方
は
。

教
育
部
長
　
乳
幼
児
健
診

や
学
校
で
の
視
力
検
査
で
、

異
常
が
疑
わ
れ
た
場
合
は
、

精
密
検
査
の
受
検
を
勧
奨

し
、
早
期
治
療
に
つ
な
が

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

３
歳
児
健
診
で
は
弱
視
な

ど
の
異
常
も
発
見
で
き
る
、

新
た
な
検
査
機
器
の
導
入

を
予
定
し
て
い
る
。
児

童
・
生
徒
た
ち
に
は
、
保

健
だ
よ
り
な
ど
を
通
じ
て
、

眼
に
よ
い
生
活
習
慣
の
実

践
を
啓
発
し
て
い
る
。

西村 和子
（市民会議）

議
員
　
福
岡
県
に
於
い
て

は
初
め
て
小
中
学
校
と
も

に
全
教
科
で
全
国
平
均
よ

り
高
い
結
果
で
あ
っ
た
。

市
内
小
中
学
校
の
正
答
数

と
正
答
率
及
び
最
上
位
と

最
下
位
の
成
績
は
。
ま
た
、

全
国
平
均
や
県
平
均
と
比

較
し
た
結
果
は
。

教
育
部
長
　
学
校
の
序
列

化
や
過
度
な
競
争
に
つ
な

が
る
懸
念
と
、
学
校
が
特

定
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
公
表
は
し
て
い
な
い
。

平
均
と
の
比
較
は
、
小
学

校
の
国
語
・
算
数
、
中
学

校
の
国
語
・
数
学
す
べ
て

の
教
科
区
分
に
於
い
て
、

平
均
正
答
数
及
び
平
均
正

答
率
と
も
に
上
回
っ
て
い

る
。

議
員
　
結
果
を
踏
ま
え
、

課
題
と
今
後
の
対
策
は
。

教
育
部
長
　
小
中
学
校
共

に
国
語
が
令
和
元
年
度
と

比
較
し
て
下
が
っ
て
い
る

の
で
、
こ
の
結
果
に
満
足

せ
ず
、
新
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
き
、
書
く
・
話
す

学
習
な
ど
基
礎
的
・
基
本

的
な
内
容
を
身
に
付
け
さ

せ
る
た
め
、
わ
か
る
授
業

を
行
い
、
確
か
な
学
力
を

育
成
し
て
い
く
取
り
組
み

を
継
続
し
、
小
中
連
携
教

育
の
推
進
や
、
家
庭
学
習

の
更
な
る
定
着
を
図
る
こ

と
で
、
学
力
の
底
上
げ
を

行
い
、
全
体
的
な
学
力
向

上
に
努
め
て
い
く
。

ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク
イ

ン
に
つ
い
て

議
員
　
国
は
、
行
政
手
続

き
の
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｄ

Ｘ
）
を
推
進
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
庁
を
設
置
し
た
。

情
報
シ
ス
テ
ム
が
複
雑
か

つ
独
自
の
仕
様
と
な
っ
た

結
果
、
自
治
体
が
導
入
し

た
Ｉ
Ｔ
企
業
以
外
デ
ー
タ

管
理
等
が
で
き
な
く
な
り

随
意
契
約
と
な
り
、
価
格

の
高
騰
や
競
争
に
よ
る
技

術
革
新
が
阻
害
さ
れ
る
な

ど
問
題
と
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
本
市
に
お
い
て
情
報

シ
ス
テ
ム
の
随
意
契
約
の

実
績
と
、
行
政
シ
ス
テ
ム

の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た

め
の
人
材
育
成
の
手
法
は
。

企
画
政
策
部
長
　
仕
様
等

の
理
由
に
よ
る
主
要
な
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
令
和
２

年
度
の
随
意
契
約
は
約
８

３
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た

め
の
人
材
育
成
は
、
現
在

国
に
於
い
て
自
治
体
職
員

を
対
象
と
し
た
研
修
の
あ

り
方
や
外
部
人
材
活
用
等

の
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
動
向
を
見
な
が
ら
適

切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
市
長
は
、
地
方
自

治
体
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、

市
職
員
の
人
材
育
成
を
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
行
政
は
人
な
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
土
台
は
人

づ
く
り
、
と
の
認
識
の
も

と
職
員
の
意
識
改
革
、
人

材
育
成
に
努
め
て
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
対
策
、
デ

ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対
応
な

ど
時
流
を
見
極
め
こ
れ
に

即
し
た
人
材
育
成
に
努
め

る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
は

解
決
に
向
け
て
支
援
を
行
っ
て
い
く

子
ど
も
の
近
視
対
策
と

　
　
　
　
　
生
涯
に
わ
た
る
健
康
は

視
力
異
常
が
疑
わ
れ
た
場
合
は

早
期
治
療
に
つ
な
が
る
支
援
を
し
て
い
る

資産等報告書の審査結果について
　筑紫野市政治倫理条例（以下「条例」という。）第４条に、市長、副市長、教育長及び市議会議員
（配偶者、被扶養者及び同居の親族のものを含む）の毎年１月１日現在の資産、地位、肩書ならびに
前年１年間の収入、贈与、もてなし及び税等の納付状況（以下「資産等報告書」という。）の提出義
務を規定しています。
　筑紫野市議会では、当該条例に基づき、資産等報告書の公表をしています。
　この度、筑紫野市政治倫理審査会から資産等報告書の結果を７月２９日に意見書として受け取り
ましたので、お知らせします。

　　　　対象者
　　　　　報告義務者に関するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　２５人
　　　　　報告義務者の配偶者に関するもの　　　　　　　　　　　　　２２人
　　　　　報告義務者の被扶養者及び同居の親族に関するもの　　　　　１６人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計６３人

審査の結果
　本年の資産等報告書については、その提出の遅滞はなかった。
　明白な誤記、不正確な記載等についての確認、差し替え及び訂正または口頭での説明ならび
に報告書の一部の欠落についての追加提出は速やかに行われた。
　また、資産等報告書の記載を見る限り、虚偽と疑われる報告は見受けられなかった。

資産等報告書及び意見書は、市役所4階の情報公開コーナーで閲覧することができます。
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市議会では、委員会の活性化と機能強化を図るため、委員会
ごとに年間テーマ等を決定し、調査・研究を進めています。

令和3年度　常任委員会の年間テーマを決定

防災全般について
○災害関連予算・決算の確認
○危機管理体制の強化
○避難所運営（訓練や備蓄を
　含む）の充実

待機児童と
　　　ICT教育について
○待機児童ゼロを目指して
○ICT教育の実施計画とICT
　支援員、オンライン授業の
　推進

災害対応と
　　　　環境保全について
○災害発生時の復旧等
○環境保全と市民の暮らし
○過去の産廃問題や、日常の
　環境

第１１回

筑紫野市議会「議会報告会」申込書

プログラム

【日 時】令和３年１２月１８日（土）
オンライン開催

住所
筑紫野市

ふりがな

氏　名

電　話

Ｅメール

１１時　・　１４時

〒

参加者

連絡先

参加日時

質問したいこと

※ご提出頂いた個人情報につきましては、議会報告会に関する業務に限り、利用させていただきます。
※申込受付後、ミーティングID、パスワード、注意事項をメール等にてお知らせします。

新型コロナウイルスの感染状況により、開催を中止する場合があります

① 決算審査報告＆質疑応答
議会だより（11月1日号）をもとに、
令和2年度決算を報告します。
② 意見交換
みなさんのご意見をお聞かせください。

申込方法・期限 お問い合わせ

Zoomアプリを使った初の試みです！
ご都合の良い時間帯で皆様の参加を
お待ちしております。

1４時～1５時1１時～1２時 2部1部
筑紫野市にお住まいの方で事前に申し込まれた方であれば
どなたでも参加いただけます。

（切り取り）

髙原議長

申込方法
・Ｗeb申込（QRコード）
・メール
・郵送、FAX、事務局に申込書を持参
　申込書の所定の事項を記入してください。

筑紫野市議会事務局（市役所6階）
〒818-8686  筑紫野市石崎一丁目1番1号
☎：092-923-1111（代表）　　

▶FAX：092-923-9611
▶Eメール
  gikai@city.chikushino.fukuoka.jp申込期限　12月3日（金）まで

 筑 紫 野 市 議 会
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杉塚廃寺跡（市史跡）…１０ページ解説11/1

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、議会報告会
をオンラインで開催する予定です。（Ｐ１５をご参照ください）
　議会では、１２月の実施に向け、試行錯誤を重ねながら準備を
進めています。初めは、不慣れであったオンライン接続や操作
は、練習を重ねる毎に上手くいくようになりました。
　当日は今回の議会だよりをもとに決算の報告等を行います。
　また、利用するＺｏｏｍ（アプリ）は、無料ですので、是非この機
会にご利用ください。皆様のご参加を心からお待ちしています。

（前田）

編集後記

●決算審査特別委員会・・・2　　●一般質問・・・・・・・・10
●9月定例会委員会報告・・6
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　杉塚廃寺は、大宰府条坊推定域右郭19条10坊から11坊に位置しています（鏡山猛氏の条坊案※1）。

昭和48年（1973）と昭和54年（1979）の２度の発掘調査で、金堂か講堂と考えられる瓦葺きの建

物の基壇※2や礎石とともに、老司系丸瓦・平瓦や頁岩質の石帯（ベルトに付ける石製の装飾品）な

どが出土し、8世紀代の寺院であることがわかりました。

　大宰府政庁から北東の鬼門にある竈門山に対し、南西の裏鬼門を鎮護するための寺院と考えられ

ています。当時、寺の東側を水城西門を通って朱雀大路に合流する官道が通っていたことが明らかに

されています。

　杉塚廃寺は、外国の使節が博多から大宰府に至るとき、大宰府条坊域内で最初に目にする大規模

な建築物であったと思われます。

【写真は筑紫野市歴史博物館所蔵】

※1　鏡山猛氏の条坊案…北端中央の大宰府政庁から南へ延びる朱雀大路を境に、東を左郭、西を右郭とした碁盤の目
状の都市区画案のこと。昭和43年（1968）に提示された。

※2　基壇…重量のある建物の基礎になる土を盛り切石などで周囲を囲った段のこと。建物を立派に見せる目的もあった
と考えられる。

うかく かがみやまたけし

こんどう

きだん ろうじ けつがん

きもん かまどやま

みずき すざくおおじ

せきたい

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。

筑紫野市議会

会議録の検索はこちらから
（９月定例会の一般質問は、11月下旬以降に検索できます）


